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呪いをかけられた王子は、幽霊になっても王女を愛します
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　シャントン王国の王女ミレイユが初めて婚約者に会ったのは、彼女が三歳のときだった。

　相手は隣国フィンレイ王国の王子で、名をエドガールという。歳はミレイユの二つ上である。

　まだ幼い二人の婚約を決めたのは、二人の父親である両国の王。つまり、彼らの結婚は政略結婚として取り決められたのだ。

　まだ三歳だったミレイユは、そんなことなど露知らず、両親に連れられてきたフィンレイ城の中庭でエドガールに遊んでもらっていた。

「すごーい！　おはながいっぱいさいてる！　ひろーい！」

「ミレイユ王女、そんなふうに走ったら危ないよ。前を見て」

　シャントン王国とは違った趣向の庭を見て、ミレイユは興奮し、くるくると回りながらはしゃいだ。そのおぼつかない足取りに慌てた様子のエドガールが彼女の手を取る。

　転んで怪我をしたら大変だと思ったのだろう。

「ミレイユ王女、ここに座って。お花の冠を作ろう」

　異国の風景に喜ぶ彼女の気を引こうと、エドガールが芝生の上に座り、近くに咲いていた花を摘む。

　花壇に綺麗に咲いた花も美しいが、芝生が敷き詰められた庭には自然に生えた花もそのままにしてある。手は加えてあるが、極力自然を残そうという方針のようだ。

「かんむり？　おかあさまがつけているのとおなじ？」

「そうだよ。こうして花を繋ぎ合わせて……」

　王子が花を摘みながら輪を作っていくのを、ミレイユは目を輝かせて見つめた。

　まるで魔法のように、エドガールが色とりどりの花を繋ぎ合わせる。

　それがだんだんと丸くなり、輪っかになると、ミレイユは感嘆の息を漏らした。

「わぁ……！」

「さぁ、どうぞ。僕の未来の妃」

　ミレイユの前に跪き、エドガールは花冠をそっと彼女の頭に載せる。

「きさき？　ミレイユは、エドガールさまのきさきなの？」

「今はまだ……でも、君が十八歳になるとき、僕たちは結婚するんだ。君のお父様とお母様みたいになるってことだよ。わかる？」

　そう説明され、ミレイユは少し考えてから、こくりと頷いた。

　結婚とは、男女が一緒にいること――ミレイユの認識はその程度のことだ。しかし、彼女は自分の母親だけが父親のそばにいるわけではないことを知っている。

「ミレイユは、なんばんめ？」

　理由は知らないけれど、ミレイユの母親には六番目という数字が割り当てられている。「第六妃様」と呼ばれている母親になぜかと聞いたとき「母様は六番目だから」と悲しい顔で言われたことがあるからだ。

　ミレイユの質問で、事情を察したのだろう。エドガールは彼女の両手を握り、優しく微笑む。

「一番目だよ。二番目も三番目もいない。僕の妃はミレイユ王女だけだ。君だけをずっと大切にする。約束するよ」

　そう言って、エドガールはミレイユの額にちゅっとキスを落とす。

　ミレイユはそのくすぐったさに笑い、首を竦めた。

「……うん！」




　その日から、エドガールとミレイユは年に一度行われる両国の親睦会で親交を深めた。

　親睦会の日は、必ず二人で中庭を散策し、エドガールはミレイユに花冠を送った。「君だけを大切にする」という約束のキスと共に――
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　十五年後。

　エドガール王子とミレイユ王女の結婚式は、両国の国境にある湖のそばに建てられた教会で厳かに執り行われた。

　王子と王女の結婚式を一目見ようと集まった両国の国民に笑顔で手を振ったり、誓いの後のパーティで招待客に挨拶したり……一日は目まぐるしく過ぎて、あっという間に夜になる。

　第六妃の娘であるミレイユは、ほとんど公務に参加したことがなかったため、人生初の大行事にドッと疲れてしまった。

（でも……）

　これから一番大事なお役目――夜伽よとぎがある。

　ミレイユは侍女たちに身体を綺麗に磨き上げられ、薄い夜着を着せられた。今日から新たに世話係となった彼女たちに裸を見られるのも緊張してしまい、湯浴みでも疲れた心身をまったく癒やせなかった。

　そして今、ミレイユはエドガールの来訪を待っている。

　大きなベッドにちょこんと座っていると、いろいろなことを考えてしまって落ち着かない。

　この日のために閨の勉強はしたけれど、果たして自分はうまくエドガールを喜ばせることができるのだろうか。

　ドキドキと高鳴る胸を押さえつつ、ミレイユは彼との出会いを思い出す。

「ミレイユ王女だけを大切にする」という約束通り、彼女はエドガールの正妃としてフィンレイ王国に迎えられた。

　後で知ったことだが、シャントン王国とは違い、フィンレイ王国は王族も一般国民も一夫一妻制らしい。

　シャントン王国は世継ぎ確保のために、王族のみ側室を迎えることが許されている。

　また、三歳のミレイユは知らなかったけれど、あの頃のシャントン王国とフィンレイ王国は、陸続きの隣国でありながら、長い間国交断絶状態にあった。国交を再開させたのが、二人の出会いの日だったということも成長と共に知ったことだ。

　二国間の不仲の理由は様々だが、かつて戦乱の世にあった大陸で、二強と謳われた英雄がそれぞれに建国したことが大きな要因だと言われている。

　二国は国境付近での競り合いを続けた。特にちょうど二つの国の間を跨いで位置する大きな湖の所有権を巡っての対立は激しかった。

　そんな争いに終止符を打ったのが、ミレイユとエドガールそれぞれの父であり、現国王たちである。

　二人は平和条約を結び、国境をしっかりと定めた。これ以上国民の命を削り合うことは、どちらの利益にもならないと共通の判断を下したのだ。

　そして、友好の証として、湖のそばに国境を跨ぐ形で大きな教会が建てられた。これは、今日、ミレイユとエドガールが結婚式を挙げた場所であり、両国の王家がどちらも所有権を持っている。

　十五年前に締結された平和条約には、シャントン王国の姫とフィンレイ王国の王子を将来結婚させることも〝和解〟の条件として盛り込まれていた。国民たちを納得させるために、血縁関係を持つことが最良だと考えたためである。

　ミレイユがフィンレイ王国へ連れていかれたのは、その〝顔合わせ〟というわけだ。

　あのときは何も知らなかったミレイユだが、成長と共に両国の歴史を学ぶ上で、自分の王女としての役割も知った。

　家庭教師の中には、フィンレイ王国への不信感を持つ者もいて、ミレイユが将来エドガールに嫁ぐことを良く思っていない者もいた。彼らはミレイユを哀れみ、王子を含めフィンレイ王国の人々がどんなに残虐なのか教えることもあった。

　しかし、ミレイユにとってフィンレイ王国はエドガールとの思い出の場所。どんなに悪い噂を耳にしても、それが事実だとは思えなかった。

　エドガールは最初に会ったときから優しく、ミレイユを大切にすると約束してくれたからだ。

（エドガール様は、優しくて紳士で……とても素敵な方だわ）

　毎年、フィンレイ王国へ行くたびに花冠をプレゼントしてくれて、「ミレイユだけを大切にする」とキスしてくれる。

　誕生日には直筆のメッセージカードを添えた花束を贈ってくれたし、ミレイユが送る誕生日プレゼントのお礼も忘れない。とても紳士的でマメな優しい王子様。

　最初に会ったとき優しいお兄さん程度であった彼の印象は、すぐに憧れと恋心に変わった。

　いつもスマートにミレイユをエスコートしてくれるエドガールは、知的で、いろいろなことを教えてくれた。

　自分が国王になったら、シャントン王国とフィンレイ王国の関係をもっと良くしたいと話してくれたのが強く印象に残っている。

　騎士に混じって訓練を受けるようになってからは、身体つきも男性らしくなり、あどけなかった表情は凛々しくなった。

　少し赤みがかった茶髪はサラサラで、女性が羨ましがるくらい艶がある。切れ長の目に筋の通った鼻、薄い唇。身長も伸び、身体も逞しく成長した彼と、これから――

　エドガールの姿を想像し、ミレイユは両手で頬を押さえた。

（キ、キスもしたことがないのに……）

　よく考えれば、直接会ったことだって数えるほどだ。

　エドガールに対し、不満や恐怖といった負の感情はまったく抱いていないけれど、これから起こる未知の体験には尻込みしてしまう。

（大丈夫……たくさん、本を読んだもの）

　ぎゅっと拳を握って気合いを入れる。

　いつだったか、博識なエドガールが羨ましくて彼に勉強方法を聞いたことがあった。そのとき、王子は本をたくさん読むと教えてくれたのだ。

　ミレイユはそれから家庭教師との勉強以外にも、自ら本を読み学ぶようにした。

　大半はシャントン王国とフィンレイ王国の歴史と政治経済の本だったが、結婚が近づくにつれて夜伽についても学ぶべきではないかと思い至る。男女の身体の違いについて医学書を読んだり、書庫にある恋愛小説を読んだりしてみた。

　小説では、ミレイユが知りたいことはかなり省かれていて、いきなり子供が生まれていたけれど……ミレイユだって、さすがにそこまで無知ではない。

　家庭教師や母にも尋ねてみたが、詳しい話は聞けず、要約すると総じて「エドガールに任せるように」とのお達しだった。

　しかし、それでは意味がない。

　ミレイユがどうしたらいいのか困っていたところ、たまたま後宮で異母姉妹が色恋の話をしているのを聞き、彼女たちに相談してみた。すると、彼女たちは小説では省かれていた部分が詳しく書かれた本をくれたのだ。

　彼女たちがそれをどうやって入手したのかは謎のままだが、シャントン王国へ嫁ぐミレイユへの餞別だったのかもしれない。

（最初は、キスをして……エドガール様が私の夜着を脱がせたら、私も……）

「ミレイユ」

「きゃ――っ！」

　目を瞑ってシミュレーションしていたところに、突然エドガールの声が割り込んできて、ミレイユはベッドの上で飛び跳ねた。

　それを見たエドガールは目を丸くした後、くすっと笑う。

「驚かせてしまった？　ごめんね」

「い、いえ！　エドガール様は悪くありません。ごめんなさい。私、緊張して……」

　エドガールがミレイユの隣に座ったので、彼女はビクッと肩を震わせた。

　心に反し、身体が勝手に動いてしまう。これではエドガールを怖がっているみたいではないか。

「ごめんなさい、あの……」

「謝らなくていい。ミレイユは悪くないよ。今まで年に一度しか会ってなかったんだから、怖くて当然だ」

「こ、怖くありません！」

　エドガールが困り顔で笑うので、ミレイユは思わず前のめりになって主張した。

「ちゃんと、勉強しましたから……エドガール様に気持ちよくなっていただけるように……私、何でもします！」

　そう息巻くと、エドガールはミレイユの頬にそっと手を添える。

「それは、僕の台詞なんだけどな……」

「え……？」

「僕がミレイユを気持ちよくしたい、ってこと。君が初めから床上手だと、ちょっと複雑だし……他の男に教わったのかなって嫉妬しちゃうな」

「そんな……！　男の人になんて教わっていません。姉にもらった本を読みました」

　必死に訴えるミレイユを見つめ、エドガールがクッと笑った。

「そっか……じゃあ、勉強の成果を見せてくれる？」

「は、はい」

　色っぽい声で言われて、ミレイユはドキッとしつつ頷く。それを確認し、エドガールは妻の頬に添えていた手を動かし、彼女の顎を持ち上げた。

　キスをするのだ――そう思い目を閉じると、ふわりと柔らかな感触が唇に触れる。

　いつも額で感じていた彼の唇が自分のそれに重なっていると思うと、なんだか不思議な気分だ。

　しっとりと温かい唇が何度かくっついたり離れたりを繰り返した後、ぬるりと生々しい熱が彼女の唇をなぞる。

（エドガール様の……）

　舌を絡ませるキスは、閨の始まり。

　ドキドキと高鳴る心臓の音が指先まで響いて、身体が熱くなった。

　ミレイユは本で読んだ通り、唇を開いて彼の舌を受け入れる。エドガールはゆっくりと彼女の口腔をなぞり、ミレイユの舌を吸い上げた。

「……っ、は……ン」

　いつの間にか後頭部を抱えられ、腰を引き寄せられている。ミレイユはエドガールのバスローブにしがみつきながら、彼の舌に自分のそれを擦りつけた。

　ざらついた感触が生々しい。深い口づけは長く続き、呼吸をするタイミングが掴めず、息が荒くなってしまう。

　エドガールの舌が歯列や上顎をちろちろとくすぐり、彼女の口腔を我が物顔で蹂躙する。

　ちゅぷっといやらしく唾液の混ざる音に、ミレイユは身体を震わせた。

　ようやく唇が離されたとき、ミレイユは肩で息をしながら彼を見上げる。あまりにも甘美な時間だった。身体に力が入らない。

　一方のエドガールは息も乱さず、彼女の頬を撫でる。まるで「よくできました」とでも言うようなその仕草に余裕を感じ、ミレイユは頭に浮かんだ疑問を口にした。

「エドガール様は……初めてではないのですか？」

「もちろん初めてだよ。僕の妃は君だけなんだから」

　妻の質問が意外だったのか、目を丸くして答えるエドガール。

「本当ですか？　では、どうしてそんなに余裕たっぷりで――」

「余裕なんてないよ」

　ミレイユの言葉を遮り、エドガールは彼女の手を自分の左胸に当てさせた。彼女の手のひらにはドクン、ドクン……と大きな鼓動が感じられる。

「わかる？　すごくドキドキしている。ミレイユが可愛くて、色っぽくて……おまけに僕のために閨の勉強までしてきたと言われて、嬉しくて。早く僕のものにしたい気持ちを抑えるのに苦労しているんだ」

　はにかむ夫の目元はうっすら赤く、濡れた唇も色気を醸し出す。ミレイユと同じように速い鼓動は、彼の緊張を如実に伝えた。

　エドガールは彼女の腕を伝い、肩まで手を移動させる。そして、夜着の肩ひもを人差し指に引っかけた。

　少し震えた指先も、きっと彼の余裕のなさを表している。そう思うと、緊張の中にも安堵が生まれた。

　視線を上げれば、琥珀色の瞳がミレイユを映す。蜂蜜みたいに甘く揺れるそこには、期待と不安が入り混じって見える。

「ねぇ、ミレイユ。もう触れてもいい？」

「……はい」

　ミレイユが頬を緩ませると、夜着が肩から落ちた。それとほぼ同時にベッドに押し倒される。

　腰に引っかかった夜着を足から抜き取られ、生まれたままの姿をエドガールに晒す。

　じっと観察するみたいに見られると恥ずかしくて、ミレイユは片手で胸の膨らみを、もう片手で秘所を隠した。

「どうして隠すの？」

「は、恥ずかしいです。私だけ……」

「じゃあ、僕も脱ぐから。ほら」

　エドガールは羞恥など感じていないかのように、躊躇いなくバスローブを脱ぎ捨てる。

「あっ！」

　それを見てハッとして声を上げてしまったミレイユに、エドガールは首を傾げた。

「ん？　どうしたの？」

「ご、ごめんなさい。私ったら……エドガール様のお召し物を脱がせるのは、私の役目だったのに」

　読んだ本には、男女がお互いに着ているものを脱がせ合ってベッドになだれこむよう書かれていた。

　自分の裸を見られて恥ずかしがるところではない。さっそく間違った対応をしてしまい、ミレイユは落ち込む。

　すると、エドガールはミレイユの上に覆いかぶさり、彼女の額にキスを落とした。

「すべて本の通りじゃなくていいんだよ。君とはこれからずっと一緒に眠るんだから、一つずつ実践していけばいい。今日は、僕に身を任せて……ね？」

　エドガールは目元や頬に口づけつつ、妻を諭す。

「でも、それではエドガール様が……」

「僕は君に触れられるだけで気持ちいいよ。この日をどれだけ待ち望んだか……大切にするから」

「んっ」

　耳元にキスをされ、ミレイユは首を竦める。舌を差し込まれてぴちゃりと音を立てて舐められると、官能が脳に直接響くみたいだ。

　さらにエドガールの手がミレイユの肌を彷徨い、豊満な膨らみを覆う。

「柔らかい……想像以上だな」

　掠れた声が耳に直接吹き込まれる。

　そのまま耳元から首筋に舌を這わせながら、エドガールの手が乳房を揉みしだいた。

「ん、あ……ッ」

　最初は壊れ物に触れるみたいに恐る恐るだったのが、だんだんと弾力を確かめるものになり、柔らかい膨らみの形を変えていく。

　首筋にかかるエドガールの吐息が荒くなって、やがて、彼は上半身を起こしてミレイユの胸を恍惚の表情で見つめた。

「綺麗だ……」

　うっとりと呟き、再び、今度は両手で二つの膨らみをそれぞれ揉み始める。円を描くように手を動かされ、ミレイユは呼吸を乱した。

　大きな刺激があるわけではないのに、身体が熱くなる。見られているという羞恥が大きいのだろうか。

「ここ、勃ってきた……気持ちいい？」

「あんっ、や……あッ……あっ、あ……」

　膨らみの頂で主張し始めた赤い果実を、エドガールの指先が突く。彼は、ツンと尖ったそこを指で弾いたり、摘まんだりして刺激した。

　そのたびに、ミレイユの身体がびくびくと跳ねる。

「可愛い声……もっと、聞かせてほしいな」

　エドガールは彼女の反応が嬉しかったのか、くすっと笑って片方の膨らみの先端に唇を近づけた。

「あ――っ」

　さらさらとした彼の髪の毛が膨らみを撫でるのと同時に、ぬるりとした感触が胸の頂を覆う。

　温かい口内に含まれたそこが吸い上げられ、ミレイユは背をしならせた。

「あっ、や、あぁ……」

　舌がねっとりと這うとざらついた感触が快感に繋がる。ちゅっと強く吸われたり、歯を当てて刺激されたり……かと思えば、慰めるようにちろちろと舐められた。

　ひとしきり堪能した後は、反対側の頂も同じように嬲る。

　先ほどまでの愛撫で濡れた先端は、指の腹でくるくると撫でられた。

「あんっ、は……ン、あぁッ」

　ちゅぷちゅぷと淫らな音を立てながら、夢中でミレイユの膨らみに吸いつくエドガールに翻弄され、彼女は身悶えることしかできない。

　胸の先端を刺激されることで生まれる快感は、不思議なことに腹の奥に流れ込んでいく。

　下腹部がだんだんと熱くなって、足の付け根のあたりがそわそわするような感覚に襲われた。

　ミレイユは、その焦れったさをどうにかしたくて膝を擦り合わせる。

「ん……ミレイユ、気持ちいい？」

　妻の変化に気づいたエドガールが顔を上げる。

　ミレイユは潤んだ瞳を彼に向け、はぁっと艶めいた息を吐いた。

「エドガールさま……」

　女性が気持ちよくなると、秘所が潤うことは本で読んだので知っている。だが、実際に自分の身体がそうなるのは初めてで戸惑いが大きい。

　だって、本の中では男性がそこを愛撫していたから……誰にも見せたことのない、触れられたことのない場所を曝け出すのは不安だ。

　普通は秘めるべき場所だから、恥ずかしさもある。

　ミレイユがもじもじしていると、エドガールは彼女のくびれをなぞり、下腹部に手を当てた。

「ここ、熱い？」

「ん……」

　ゆるゆると下腹部を撫でられつつ問われ、ミレイユはぎゅっと目を閉じ頷く。すると、彼の手が腰のほうへ回り、尻を撫でてから太ももの付け根あたりをぐっと持ち上げた。

「確かめていい？　力、抜いて……」

「あ……」

　エドガールの手がミレイユの両膝をぐっと押し広げる。

　大きく足を開き、秘所を曝け出す格好――ミレイユは羞恥でどうにかなってしまいそうだ。

「ああ……濡れているね。よかった……」

　エドガールが安心したように呟く。ミレイユが自分の愛撫で感じているかどうか不安だったのだろう。

　だが、その言葉の後は続かず、エドガールの視線だけを感じる。

　彼女は恐る恐る彼の様子を見ようと視線を落とした。

「や……エドガール様、そんなに、見ないで……」

　じっと自分の秘所に釘づけになっている夫を見て、ミレイユの顔に熱が集中する。

　エドガールはゆっくりと視線を上げて彼女と目を合わせると、ほんの少し口角を上げた。

「じゃあ……触るよ」

「あっ」

　すっと、彼の右手が秘所へ伸びる。

　ぬかるみを確かめるように、指先が泉の入り口を出入りした。

　くちゅ、くちゅ、と微かな水音が立ち、ミレイユは身震いする。

「ミレイユのここ、とても綺麗だよ……花びらが濡れて、いやらしいな。蕾は……ここ？」

「ひゃっ、ああ――」

　泉を縁取る花びらに、蜜を塗り込むように動いた指が、割れ目の上で膨らみ始めた芽に触れる。

　その瞬間、電流が走ったみたいな痺れが全身に広がって、ミレイユは甲高く啼いた。

「……ここが一番気持ちいいところだね」

「やっ、あっ、あ、そんな、触ったら……あぁんっ」

　ミレイユの反応の良さに気を良くしたのか、エドガールは泉から溢れた蜜をすくい、それを秘芽に塗りながら擦る。

　あまりに大きな刺激に、ミレイユはシーツを握り喘いだ。

　腰が跳ねて止まらず、彼女の泉からはさらに蜜が零れる。

「すごい……溢れてる」

「え？　あっ、やあぁ……ッ」

　フッと温かな吐息がかかったと思ったら、すぐにざらついた舌が秘所をなぞった。外側の柔肌を大胆に舐め回し、花びらを唇で挟み込むように愛撫する。

「あっ、あぁ……ああ、や、だめぇ……」

　それだけで、ミレイユの奥からは雄を誘う香しい蜜が零れ落ち、それを追いかけてエドガールの顔が下がっていく。

　滴る蜜を舌で舐めとって、今度はだんだんと上へ……秘裂をなぞってたどり着いた芽をちろちろと尖らせた舌の先で刺激され、ミレイユは悲鳴にも似た声を上げた。

「やあぁっ！　あっ、あ、ああ……」

「舐めても舐めても、滴ってくるよ。中もいっぱい……」

　泉の中にまで舌を差し込んで蜜を求めるエドガール。奥まで届かないことに焦れたのか、彼はそこに長い指を埋め込んだ。

「ああ――っ」

　初めての圧迫感に、ミレイユの身体が強張ったのは一瞬だった。しとどに濡れた中は、エドガールの指をすんなりと受け入れ、膣壁がうねって絡みつく。

　まるで、奥へと誘うような卑猥な動きに、エドガールがため息を漏らす。

「温かい……ここで、僕を受け入れてくれるんだ……」

　王子はくにくにと指先を動かしながら奥の襞を刺激した。

「んっ、あ、は……ッ、ぅあっ、あぁんっ」

　彼の指が腹側のある一点を掠めたとき、ミレイユの声色が変わる。同時に彼の指を締めつけるように中が蠢いて、エドガールはくすっと色っぽく笑った。

「あっ、やぁ、そこっ、だめ！　エドガールさま、あぁっ」

「ミレイユの気持ちいいところ、見つけた。もっと乱れて……ここも、舐めてあげるから」

「ひゃあ――っ、あぁ、あッ、あ――！」

　秘芽を吸われつつ、中のいいところを集中的に突かれる。ミレイユは涙を流しながら喘ぎ、シーツを握りしめた。

　身体の奥からせり上がってくる何か――爪先に力が入り、呼吸が苦しくなる。

「あっ、だめっ、も……ッ、は、あぁあ――ッ」

　ビクン、と一際大きく身体が跳ね、時が止まったかのような感覚に陥った。直後、心臓の音が耳元で響くみたいに大きく聞こえ、身体の力がくたりと抜ける。

　何が起こったのだろう。

　快感の波が次から次へと押し寄せて、耐えられなくなって……怖かったのは一瞬で、気持ちよさに意識がすべて持っていかれた。

「イけた……？」

「ん……エドガールさま……」

　ゆっくりと顔を上げ、エドガールがミレイユの頭を撫でる。

　今のが絶頂――エドガールに聞かれて、知識と経験が結びつく。ミレイユはこくりと頷いて、エドガールに抱きついた。

　なぜか彼にくっつきたくなったのだ。

「ミレイユ？」

「エドガール様……今度は、一緒に、してください」

　一人だけ気持ちよくなってしまったことが、なんとなく寂しくてそんなことをねだる。

　すると、エドガールは息を呑み、身体を強張らせた。そのすぐ後、ふぅっと長い息を吐き出して、彼はミレイユの唇を奪う。

「んっ」

　くちゅっと舌が入り込んできて、ミレイユは懸命に彼に応えようと自分のそれを差し出す。

　さきほどよりも余裕のない、やや荒々しいキスに、彼女の息はすぐに上がってしまう。

　二人の唇が離れたときも、深い交わりを表すかのように銀糸が引いた。それがぷつりと切れると、エドガールが情熱的な瞳を妻に向ける。

「僕の妻は、勉強熱心すぎて困る。僕の自制心をどこまで試そうとするの？」

「……ご、ごめんなさい……？」

「謝らないで。僕が嬉しくて暴走しそうなだけだから。でも、もう限界……」

　エドガールは再び彼女の足を押し広げると、濡れそぼった秘所に昂ぶりを擦りつける。

「あ……」

「わかる？　こんなに熱くなっているんだよ……君が可愛いせいだ」

「エドガール様……」

　男性のそれが大きく猛るのは、興奮している証拠だ。エドガールはミレイユに女性として魅力を感じてくれている。

　それが嬉しくて、胸がぎゅっと締めつけられた。

「たくさん濡れているけれど……やっぱり初めては痛いと思う。ちょっとだけ、我慢できる？」

　破瓜の痛みがどれほどなのかは、知る由もない。けれど、エドガールが約束を違えることはないと知っている。

　ミレイユは「はい」と頷き、エドガールの首に手を回した。

　同時に、彼の昂ぶりの先端がくぷりと泉に沈み込む。

「あ……エドガール、様……」

「うん。大丈夫。ゆっくりする……」

「んっ、は……あ……」

　エドガールは言葉通り、じっくりと腰を進めた。途中、中を慣らすみたいに昂ぶりをゆるゆると前後させ、馴染ませる。

　そうして再び奥を目指して進み、隘路を押し広げた。

　最初はほんの少しの違和感だったのが、だんだんと圧迫感が強くなって、それが鈍い痛みに変わる。

　痛みと言うには弱いような、しかし、違和感や圧迫感だけでは説明できない感覚。ミレイユは、はくはくと呼吸をし、不思議な感覚を逃がそうとする。

「ミレイユ……もう、少し……」

「あ……エドガール、さま……んあぁ……」

　エドガールが眉間に皺を寄せ苦しそうにしつつ、ぐっと腰を押し込んだ。ミレイユは背をしならせ喘ぐ。

「全部……挿はいった……痛い？」

「ん……痛く、ないです……ちょっと、苦しい、みたい……」

　少しの隙間もないくらいに密着した場所が、じんじんと熱を持っているように感じる。確かに一言で言えば「痛み」なのかもしれない。

「でも……エドガール様と夫婦になれたから……嬉しい、です――んぁっ」

　そう言うと、彼女の中でエドガールの熱塊がぴくりと動いた気がした。少し大きくなった気がするのは、苦しいせいだろうか。

「あんまり、煽ったらダメだよ……我慢、できない……ごめん、ミレイユ」

「え？　きゃっ、あ、あぁっ」

　エドガールは眉根を寄せつつ、緩やかに腰を動かし始めた。

　最初はあまり大きくは動かず、ミレイユの中が彼の質量に馴染むようゆるゆると前後させる。

　動かれると鈍く下腹部が疼くが、我慢できないほどではない。優しい律動で揺さぶられ、次第に心地よさが勝ってくると、身体の力も抜けていく。

　エドガールはそのミレイユの変化を感じ取り、少しずつ大胆に腰を揺らし始めた。

「あっ、あぁん、あ……ッ、は、ああぁ」

　律動とともに揺れる乳房を揉みしだき、エドガールは昂ぶりを抜き差しする。彼の手のひらに擦れる膨らみの頂が快感を思い出させ、秘所もそれに呼応するように快楽を拾い始めた。

　抽挿のたびに、結合部からはぐちゅ、ぐちゅと水音が響き、聴覚から煽られる。

「あっ、あ、エドガールさま……！」

「ミレイユ」

　ミレイユが彼の身体を引き寄せようと腕に力を入れると、エドガールもそれに応えて上半身を倒してくれる。

　ぴたりとくっついた身体――お互いの体温を素肌で感じ、離れがたくなる。

　もう一つになっているというのに……

「ミレイユ、好きだよ……僕の妃は君だけだ」

「エドガール様っ、ン、ふ……」

　唇を塞がれ、深い交わりを求められる。

　熱い吐息、濡れた唇、汗ばんだ肌……二人はぎゅっと抱きしめ合って、初めての情事に溺れた。

　初めて男性を受け入れたというのに、ミレイユはすでに悦楽しか追えなくなっている。

　エドガールの体温に包まれて、こんなに安心できる場所はないと思えた。

「っく……ミレイユ、もう……」

「あぁん、あっ、あ」

　エドガールがさらに律動を速め、ミレイユは身悶えることしかできない。

　彼の昂ぶりが彼女のいい場所を攻めると、身体中に快感が伝わっていく。ミレイユも、再び快楽の波に呑み込まれる。

　エドガールはミレイユの最奥を何度も穿ち、高みへ昇り詰めた。

「んっ、イく……ッ」

「あっ、あ……っ、はぁ、あぁ――！」

　ぐんっと腰を押し込み、身体を震わせたエドガール。それとほぼ同時にミレイユも達し、身体をしならせた。

　彼女の中の襞が、昂ぶりから放たれる白濁を一滴も逃さんといわんばかりにうねる。そんな淫らな動きに促され、エドガールは己の欲をすべて彼女の中へ吐き出した。

　エドガールはしばらく荒い呼吸を繰り返していたが、やがてミレイユの中から抜け出すと、彼女の隣に身体を投げ出す。

「ミレイユ……」

　汗で頬に貼りついた髪の毛をそっと除け、エドガールはミレイユの額に口づけた。

「ごめんね。大切に抱くって約束したのに……激しくして」

「いいえ……エドガール様は、とても優しくしてくれました」

　ミレイユがふにゃりと笑うと、エドガールは耳を赤らめ、彼女を抱き寄せる。

「もう、あまり可愛いことを言わないで」

　ちょっと拗ねたような声を出しつつも、エドガールはミレイユの頭を優しく叩く。自分を甘やかしてくれるような仕草は、昔から変わらない。

　そんな彼の優しさに、ミレイユは惹かれたのだ。

　これが政略結婚だなんて信じられないくらい……エドガールは素敵な旦那様である。

　しばらくそんなふうにじゃれ合いながら情事の余韻に浸った後、エドガールはミレイユの身体を清め、夜着を着せてくれた。

　先ほど侍女に着せられたものとは違い、しっかりとした木綿の夜着だ。こちらが本当の就寝用なのだろう。

　ミレイユは彼に促されて身体を動かしながらも、体力の限界でうつらうつらしていた。

　ベッドに横になると、瞼を持ち上げていることができず、すぐに目を閉じる。

　ふわふわと頭に感じるエドガールの大きな手が心地いい。これからは、ずっと彼の隣で眠れる。

「……ミレイユ。僕は、君のことが好きだよ。初めて会ったときから、ずっと……君は――」

　エドガールが囁いてくれるのが、子守歌のよう。ミレイユは彼の胸に顔を寄せ、頬を緩める。

　これ以上ない安心感に包まれ、ミレイユは夢の世界へと誘われていった。
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　翌朝。

　窓から差し込む太陽の光で、ミレイユは目を覚ました。

「ん……」

　まだ眠くて重い瞼を擦りつつ、上半身を起こす。

　身体の変なところが痛いのは、昨夜のせいだろう。違和感は不快ではない。不思議と幸せな気持ちが湧いてきて、ミレイユは羞恥からくるくすぐったさに一人頬を染めた。

　エドガールは、約束通り彼女に優しく触れてくれた。

「大切にする」という言葉に嘘偽りがないことを全身で感じて、改めて彼の妻となったことを嬉しいと思う。

「エドガール様……」

　ミレイユは、まだ眠っている隣の彼を見やる。

「おはよう、ミレイユ」

「あっ、お、おはようございます」

　彼が動く気配がなかったため、起きていたことに気がつかなかった。ミレイユは慌てて挨拶を返したが、すぐに首を傾げる。

「エドガール様？　起きて……いらっしゃる……のです、よね？」

　今「おはよう」と言ったのは、確かにエドガールだ。

　しかし、ミレイユには夫がまだ眠ったままのように見える。

　いや……なぜだろう。

　ミレイユには、エドガールが二人いるように見えるのだ。

　ベッドに横たわり目を瞑ったままの夫と、そのうえで微笑む夫。後者はなんとなく透けて見えるような……？

（私、寝ぼけて……）

　エドガールが幽体離脱しているように見えるなんておかしな話だ。

　ミレイユはごしごしと強めに目を擦り、再び瞼を持ち上げた。

「ミレイユ、そんなふうに強く擦って……赤くなってしまったじゃないか。綺麗な肌に傷がついたらどうするの？」

　そう言って、影の薄いエドガールが妻に手を伸ばす。だが、その手はふわりとミレイユの目元をすり抜けてしまった。

　ミレイユは目の前で起こったことに驚いて、目を丸くする。

　今、エドガールの手がミレイユの身体を通り抜けた!?

「あ、そうか。今は触れられないんだった」

　一方のエドガールは、呑気に呟き照れくさそうに笑う。

　そんな夫と、彼の下敷きになって眠り続けているエドガールの身体を交互に見て、ミレイユは青ざめた。

「エドガール様!?　い、一体、何が……お、お身体がっ！」

　影が薄く向こう側がぼんやり透けて見える身体に眠ったままの身体、ミレイユに触れられない手……

　これでは、本当に幽霊みたいではないか。

　もしそうだとしたら、彼の本体は――！

　ミレイユは慌ててベッドで眠ったままのエドガールの頬に触れた。

「……っ、温かい……？」

　冷たくなっているのでは、というミレイユの憂いに反し、彼の身体には温もりが残っている。

　首に手を当てて脈も確かめたが、しっかりと脈動が感じられ、ひとまずホッとする。

「心配しなくても大丈夫だよ。まだ生きているから」

　すると、エドガールがミレイユを宥めるように言う。

「ま、まだって……？」

「驚かせてしまってごめんね。単刀直入に言うと、僕がこんなふうになっているのは、フィンレイ王国の王族にかけられた呪いのせいなんだ」

「呪い……？」

　その不吉な単語にミレイユは唇を震わせた。

　突然の出来事に青ざめる妻を見て困り顔になりつつも、エドガールは静かに語り始める。

「そう、呪い。遥か昔、まだ大陸での争いが激しかった頃、僕たちの先祖である王に嫁いだ娘が、実は敵国の密偵だったことがある。その娘は夫となった王を殺し、無念の死を遂げた彼の怨念は子孫の血に呪いを残した……」

　その呪いは、王族の血を引く者が結婚すると、初夜の翌日までに王が幽霊になってしまうというもの。

「本体は仮死状態に近いかな。体温は下がっていないし、心臓も動いて呼吸もできているみたいだから、眠っているだけと言ったほうが正しいかもね」

　エドガールは自分もこの状態になるのは初めてだから、詳しくはわからないと言う。

「それで、ここからが本題。この呪いを解けるのは、呪いがかかった者の伴侶のみ――つまり、今回の場合はミレイユになる」

「わ、私……ですか？」

「うん。一〇〇日以内に呪いを解かないと、僕は本当に死んでしまうんだ」

　それを聞いて、ミレイユは目を見開いた。

「まっ、待ってください！　どうしてエドガール様が死んでしまうのですか？　そもそも、悪いのはご先祖様を殺めた王妃様のほうですよね？　彼女に呪いをかけるというのなら理解もできますが、どうして自分の子孫が死ぬような呪いをかけるのですか？」

「そうだよね。僕も理不尽だとは思うけど……」

　妻の見解を聞き、エドガールも頷く。

「ただ、そのときの密偵はすぐに処刑されたと伝えられている。呪おうにも呪えなかったってことじゃないかな？」

「そうだとしても……」

　自身の血筋を断つことになるかもしれない呪いを生み出すなんて、おかしいではないか。

「呪いとは言ったけれど、僕は結婚したばかりの夫婦に与えられた試練だと思っているんだ。二人で協力して呪いを解くことで、情を生むっていうか……」

　エドガールはため息とともにそう言うと、ミレイユに真剣な眼差しを向けた。

「王族の夫、もしくは妻がこの国を乗っ取るつもりなら、呪いを解かなければいい。そうすれば、僕たちは一〇〇日で死ぬ。自分が手を下さなくて都合がいいだろう？」

「私のように他国から嫁いできた者を試しているということですか？」

「そうだね。それに、裏切り者を見抜けない者は、国王になる資格はないってことかもしれない。ご先祖様はプライドの高い人たちが多かったから、自分の選んだ伴侶に殺されるよりも自ら死ぬほうが潔いと思っていたのかも」

　エドガールは「僕にはよくわからないけれどね」と言いつつ肩を竦める。

　ミレイユは唇を噛み、取り乱しそうになるのを必死に抑えた。

　これは、エドガールの意志とは関係のない呪いだ。そうわかっていても、自分の気持ちが疑われていることに、ショックを隠せない。

　ミレイユはこの日をずっと待ちわびていた。

　エドガールは聡明で優しく、ミレイユのことを大切にしてくれる。シャントン王国とフィンレイ王国の未来を考えてくれる王子の妻になれることを、彼女は心から喜んでいたのだ。

　それなのに、この呪いはミレイユがエドガールを裏切る前提でかけられている。

「私……私は、エドガール様を裏切ったりしません！　絶対に、貴方にかけられた呪いを解いてみせます。それが貴方の妻となった私に課せられた最初の試練だというのなら、必ず乗り越えてみせます！」

　ミレイユは両拳を握りしめ、鼻息荒く宣言する。

　エドガールは眉を下げて力なく微笑んだ。その表情は、ミレイユが「呪いを解く」と気合いを入れたことへの安心とはちょっと違う。

　どこか憂いを含んだ彼の様子に、ミレイユは「大丈夫です」と語気を強める。

　エドガールの命はミレイユにかかっている。

　まだ一〇〇日あるとはいえ、生死に関わる呪いがかけられているのだから、不安になるのは当然のことだ。

「エドガール様の呪いは、私が解きます」

　ミレイユは努めて明るく言う。

　エドガールとミレイユは夫婦になってまだ一日だ。二人の結婚生活はこれから……それを、こんな理不尽な呪いに屈してなるものか。

　エドガールはミレイユを「大切にする」と約束してくれた。彼女も気持ちは同じ。

　ミレイユは必ずエドガールにかけられた呪いを解き、彼との幸せな未来を手に入れる。だから、彼女は夫に向かって微笑んだ。

「絶対に大丈夫です。約束しますから、安心してください」

「……ありがとう」

　こうして、ミレイユはエドガールに嫁いで二日目にして大きな試練に立ち向かうことになったのだった。










第二章

二人の旦那様と……!?











　夫エドガールにかけられた呪いを解く手がかりを探すため、ミレイユはさっそく動き始めた。

　何事もまずは知ることが大切だということで、やってきたのはフィンレイ城にある書庫である。

　呪いは先祖代々伝わるもの――つまり、フィンレイ王国の歴史と密接な関係があると考え、ミレイユはまず歴史書を読んでみることにした。

　幼い頃からエドガールに嫁ぐことが決まっていたミレイユは、フィンレイ語も習得している。読み書き含め、会話も問題なくこなせる。

　初めて会った頃はエドガールがシャントン語で話してくれていた記憶があるので、彼もバイリンガルなのだろう。

　隣国なので、かなり似た言語だから、お互いの母国語を喋っても大体の意味は通じるのだけれど。

　かくして、ミレイユはエドガールに案内されて、フィンレイ城内にある書庫へやってきた。

　ふわふわと自分の前を浮かびながら廊下を進んでいくエドガールは、どこからどう見ても幽霊そのものだ。

「エドガール様、本当に幽霊なんですね」

　彼の身体の向こう側がうっすらと透けて見えるので、ミレイユは改めて驚く。

「そうみたい。移動はこちらのほうが楽でいいな」

「そういう問題ではありませんよ」

　今の姿のままでもいいかのような発言に、ミレイユは顔を顰めた。すると、エドガールは「冗談だよ」と言って笑う。

「ほら、ここだよ。出入りは自由だからこれからも好きなときに来るといい」

「すごい……！」

　書庫の扉を開けたミレイユは、目の前に広がる景色に圧倒され、思わず声を出す。

　木製の本棚とそこに並んだ年季の入った紙の匂いが、一番に感じられた。

　背が高く大きな本棚は何列も並んでいて、分野ごとにまとめられている。

　シャントン城の書庫にもかなりの量の蔵書が保管されているが、フィンレイ城にはそれ以上の数がありそうだ。

　ミレイユは本棚に彫られた文字を辿りながら、目的の棚へ移動する。

「こんなに……」

　ある程度予想はしていたものの、ずらりと並んだ歴史書の厚みと総数は、一朝一夕に読める量ではない。

　幸い、ミレイユはフィンレイ王国に嫁ぐために一通りの歴史の流れは勉強している。そのため、これらすべてを読む必要はないだろうが、フィンレイ王国側の視点からしか綴られていない史実もあるはずだ。

　記録というのは確固たるもののようで、実はそうではない。特に争いなどは戦う者それぞれの思いがあり、正義もそれぞれの視点で語られれば、かなり違った印象になる。

　自国の歴史書には都合の悪いことを省いて載せる場合もあるだろう。

　また、シャントン王国では知りえないフィンレイ王国内での出来事や、他の国々との関係などもある。

　そのような今まで勉強したことのない部分をうまく掻い摘みながら読破していくのがよさそうだ。

　そんなことを考えていると、エドガールがミレイユの見上げる棚をすり抜け、向こう側へ行ってしまった――と思うと、彼女の目の前に顔を出した。

「こんなに読む必要はないよ。呪いについて、僕が説明した以上のことは書いていないし」

　彼はすでに呪いについて調べたことがあるのか、そんなふうに言うと、ミレイユの周りをふわふわと飛び回る。

　自分の幽霊姿が興味深いのか、本棚をすり抜けたり、高い天井から床までを往復したり、いろいろなことを試しているようだ。

　あまり焦って冷静さを失うのもまずいが、こんなに呑気なのもどうなのだろうか。

　まだ一〇〇日あるとはいえ、彼は命の危機に晒されているというのに……

「エドガール様、呪いを解く方法は本当にわからないのですか？」

　一番古い歴史書を手に取りつつ、ミレイユが問う。

「わかっていたら、とっくにミレイユに教えているよ。僕だって死にたくないからね」

「そうですよね……」

「あ、でも……もしかしたらっていう方法はあるかな」

「えっ!?　本当ですか？」

　ミレイユは本を抱きしめて、エドガールにずいっと迫る。さっそく希望の光が差し込んだようで興奮し、エドガールの身体に半分ほど顔を突っ込んでしまった。

「あ、ご、ごめんなさい」

　夫の身体に、文字通り〝埋まる〟のはおかしな感じだ。しかし、こうも透けていると距離感が掴みにくい。

　ミレイユは咳払いをして気を取り直し、エドガールを見上げた。

「エドガール様が思いついたのは、どんな方法ですか？」

「それはね……」

　エドガールも真剣な顔でミレイユを見つめ返す。

　その緊張感に、ミレイユはごくりと唾を飲み込んだ。

「ずばり、『キス』だよ」

「……キス？」

「そう。ほら、僕の本体は眠っている状態なわけでしょう？　僕は王子だけど、この呪いって、おとぎ話にある眠り姫に似ていると思わない？」

　眠り姫の話はミレイユも知っているが、あれは幼子向けの作り話だし、可愛く作られている。

　実際の呪いはそんなに簡単ではないだろう。

「もう……エドガール様ったら……」

　さすがのミレイユもちょっと怒って、唇を尖らせた。

「ふふ、そんなふうに拗ねた表情も可愛いね」

「エドガール様！　真剣に考えてください」

　ミレイユは怒ってそう言うと、「いい案だと思うのに」と言う夫の言葉を無視して、本を開く。

　最初はシャントン王国で勉強したのと同じ――大陸に乱立した小国が争う時代についてだ。ここまで遡ったら古すぎるだろう。

　エドガールの先祖が呪いを生み出してしまったのは、おそらくフィンレイ王国ができてからのことだ。

　大きな領土と権力を持つ国に成長したフィンレイ王国を潰すには、周囲の国々は小さすぎる。そのため、小国の権力者たちはフィンレイ王国を内側から崩す策略を考えた。

　そして、悲劇が起こったのだ。

　ミレイユはそう仮説を立てて、本棚に並んだ書物の真ん中あたりの一冊を開いた。パラパラとページをめくり、本棚へ戻し、また違う本を手に取る。

　そんなことを繰り返しつつ、ようやくミレイユの求める時代の記載が出始めたところで、彼女は書庫の隅にある机に向かった。

　本を読みながら、気になったことを書斎から持ってきた羊皮紙に書き写していく。一冊が終わると、その次の巻、またその次の巻……

　エドガールは、本棚と机を往復するミレイユの後をふわふわと浮かんでついて回っている。

「本当に幽霊がいたら、こんな感じで見えるのでしょうか？」

　今まで想像世界の存在だと思っていたものが隣にいると不思議な気分になる。

　朝の支度を手伝ってくれた侍女も、廊下ですれ違った家臣たちも、幽霊エドガールに驚くことはなかった。つまり、みんなが王家の呪いについて承知の上なのだ。

「幽霊もなかなか楽しいよ。ずっとミレイユのそばにいられるのが一番いいところかな」

　本体に戻ったら、公務などがあるから四六時中一緒というわけにはいかない。視察などの外での行事には夫婦で参加するが、執務室での事務仕事や会議にはミレイユは参加できないからだ。

「だからって、ずっとこのままでは死んでしまうんですよ。エドガール様も、もっと真剣に考えてください」

「そうだね。ごめん……僕も役立ちそうな本を探してみるよ」

　やや呑気がすぎる夫を叱ると、エドガールもさすがに反省したようだ。彼は本棚をすり抜けて歴史書以外の本を見繕いに行ったらしい。

　ミレイユはその間にも歴史を調べ続けた。

　まだフィンレイ王国が建国されて間もない頃、エドガールの先祖はとある小国を占領下に置くため、そこの王女を無理やり側室に迎えている。

　だが、相手は輿入れの日に影武者を送り込み、王は暗殺された。幸い、彼の弟が彼女をすぐに捕らえて国民の前で処刑。さらに自ら兄の跡継ぎとして名乗りを上げて、国の危機を回避している。

　呪いが現れたのは、その弟が結婚したときからだ。

（これって、殺された国王様が弟君に権力を奪われたと勘違いした可能性もあるかしら……？）

　そう考えると、自分の子孫に対して死の呪いをかける理由としては違和感がなくなる。

　ミレイユはこの出来事をまとめた横に自分の見解も書き添える。続きもじっくり読んでみたが、件の弟は呪いを解き生き延びたとしか書かれておらず、本を閉じた。

　そして、また次の本を取りに本棚へ戻る。

「ミレイユ」

　すると、エドガールがミレイユのもとへやってきて、奥の本棚を指さした。

「歴史の本より、祈祷や宗教の本のほうが呪いを解くのに役立ちそうじゃない？　それから、医学書も……睡眠について書いてある本があったはずだよ」

「祈祷……医学……そうですね。そちらのほうが具体的な解決策があるかもしれません」

　歴史書には呪いの経緯などは書かれているが、詳しい呪いの話には言及していない。

「僕が案内するよ。こっちだ」

　エドガールが進むのについて、ミレイユは本棚を移動する。

　書庫の端、他に比べたら大分小さな一画に、呪術関係の本が並んでいた。一冊手に取ってみると、今は廃れた雨乞いや、自然災害が起こったときに生贄を捧げる儀式などについて記されている。

　祈祷師や巫女が権力を持っていた時代もあったのだ。

「昔は、こんなふうに国を動かしていたのですね……」

　今は水路が整備され、農業の技術も発達し、水害や飢饉はほとんどなくなった。稀に大雨で川が氾濫しても、生贄を差し出すようなことはしない。

　食料に余裕が出てきた分、皆助け合って生きるようになったのだろう。昔に比べれば、戦争も少なくなった。

「そうだね。こんなふうに人柱を立てても、自然の摂理は変えられないのにね」

　たとえ偶然でも、一度何かが成功してしまうと「効果があった」と錯覚してしまうのは仕方のないことだ。

　雨乞いに日照り乞い、豊作を願い、占いで政治を決める。

　今では考えられないやり方ばかりだ。

「……私たちは恵まれていますね」

「そうだね。まぁ、呪われているってこと以外は、ね」

　神妙な面持ちのミレイユに、エドガールが冗談めかして言う。それが空元気のように思えて、彼女は努めて明るく振る舞った。

「エドガール様の呪いは、私が解きます！　あ、ほら、こちらの本は呪いのやり方について書いてありそうですよ」

　そう言って、ミレイユが手に取ったのは「呪術書」と書かれた古代の資料。

　古い時代に使われたとされる占術や、神との対話について、さらには悪魔の呼び出し方までが載っている。

「厄災を祓う……これなんかどうでしょうか？　この陣を描いて、呪文を唱えるそうです」

「へぇ。そんなものもあるんだね」

　ミレイユが真剣に古代文字と複雑な形をした図形を組み合わせた陣を羊皮紙に写しているのを覗き込み、エドガールが感心する。

　ミレイユはもう一枚の紙に、儀式の手順と呪文も書き写した。

　王子の呪いを解くのに役立ちそうな儀式は、それくらいしかなかったため、今度は医学書を読むことにする。

　そうして何冊かの医学書を流し読み、眠りに関する項目を探していく。

「外傷に効く薬草の資料が多いですね……」

　争いが多かった歴史を反映するように、怪我の治療法は試行錯誤されてきたようだ。

「あっ！　この薬草は眠気覚ましに使われていますよ」

「ああ、それなら、城の医師が管理している薬草畑にあると思うから、必要ならそこで分けてもらうといい」

「わかりました。では、この薬草の名前もメモしておきますね。種類がいくつかありますね……これとこれを混ぜて焚くと刺激が強くなる、と……」

　微妙に違う形の葉っぱの絵を指で追いながら、羊皮紙に写す。

「ミレイユ、こっちの身体のしくみについても役立ちそうだよ」

　一生懸命、本の情報を羊皮紙に書き写すミレイユの横で、エドガールも役立ちそうな本を探しては彼女に教えてくれる。

　だんだんと真剣になってきた夫に、ミレイユは安心しつつ、彼の示す本を片っ端から読んでいく。

「つぼ……？　へぇ、面白いね。血行を良くして眠気を覚ます……か。親指と人差し指の間か。ここかな？」

　エドガールは本から顔を上げて自分の透けた手のひらを人差し指で差す。それが貫通するのを見て、ミレイユは眉根を寄せる。

　やっぱり、こちらのエドガールは何度見ても幽霊そのものだ。

　夢であればいいという希望も、彼と一日過ごすうちに消えつつある。だとしたら、やはり解決策はただ一つ――呪いを解くことだけ。彼の命はミレイユにかかっているのだ。

「それから頭の天辺？　えぇと、目の間と耳を結んで交わるところ……この辺りでしょうか？」

　ミレイユは自分の目の間と左右の耳から両手をそれぞれ動かしていき、交差点を確かめる。

　そこを押してみるが、今は眠くないせいか、あまり効果は感じられない。それとも、押し方にもコツがあるのだろうか。

　首を傾げつつも、とにかく試せることはすべてやらなければならないと、ミレイユはそれも書き留めた。

　そうして、ミレイユは一日中書庫に籠もって、手がかりになりそうな情報を集めた。

　表と裏にびっしりと呪いを解く方法（仮）を書き記した羊皮紙を大事に抱え、彼女は寝室へ戻る。

　リビングルームには、ミレイユのために食事が用意されており、彼女はそこでようやく自分が空腹であることに気がついた。

「ミレイユ、何も食べないまま調べ物をしていたでしょう？　昼食の時間も『もう少し』って言ってずっと書庫から出ようとしなかったし……」

　そういえば、エドガールが何回か昼食に誘ってくれた気がする。

　ミレイユは本に夢中で生返事だったのだろう。彼が少し呆れた表情になっているのを見て、ミレイユは肩を落とした。

「侍女に運ばせた菓子もほとんど手をつけないし」

　途中、侍女が差し入れに持ってきた紅茶と菓子で十分ほど休憩は入れている。あれは梃子でも動かないミレイユを心配して、エドガールが用意させたものだったらしい。

「ごめんなさい……すっかり夢中になってしまって……」

「僕のために一生懸命なのはありがたいけれど、それでミレイユが体調を崩すのは本意じゃないよ。ミレイユ、時間にはまだ猶予があるんだから、少しずつやっていこう」

「猶予なんてありません！　一〇〇日なんてあっという間ですよ。食事を忘れていたのは反省しています。でも、エドガール様のお身体のことだって大切で――」

「うん、わかっている。ありがとう。でも今は、食事にしよう。僕は食べられないけれど、ここにいるから、一緒に」

　エドガールはテーブルの椅子に座り、ミレイユのことを視線で促す。

　彼女はそれに従って椅子に腰を下ろした。

　テーブルに並んだ食事は湯気が立っていて、まだ温かいようだ。これも、ミレイユが本に食いついている間にエドガールが用意させたのだろう。

「……いただきます」

「どうぞ、召し上がれ。今日はお疲れ様。明日からは、一つずつ今日見つけた方法を試していこう」

「はい」

　スープを口に入れると、温かさが身に沁みる。自分が命の危機にあっても、妻への気遣いを忘れないエドガールの優しさも。

　それに応えるためにも、ミレイユはしっかりと呪いを解く方法を実践しなければ。

「エドガール様、私、きっと貴方を救ってみせます」

　そう言うと、エドガールは眉を下げて笑う。

「ありがとう……君がそんなふうに熱心になってくれるのはなぜなんだろうね。それを言葉にしてくれるだけで、僕は嬉しいけれどね」

「なぜ……？　そんなの決まっています。私はエドガール様の妻になったのです。フィンレイ王国のため、シャントン王国のため……エドガール様のお力になるのが私の務めです！」

「うん……ありがとう」

　エドガールはミレイユが自信満々に言うのを見て、目を細めて眩しそうにする。

　その表情に少しの翳りがあることに、ミレイユは気づかず、美味しそうなメインの肉料理を頬張るのだった。




　翌日――呪いの発現から三日目。

　ミレイユは身支度と朝食を済ませた後、さっそくフィンレイ城にある医務室へ赴き、医師が育てている薬草を分けてもらった。

　まずは薬草を炙ってその煙を眠っているエドガールの本体にかけてみることにしたのだ。

　呪いとは言うが、エドガールの身体は彼自身が言うように「眠っている」状態。その原因となる眠気を覚ます方法が一番現実的だと、ミレイユは判断した。

　医師が管理する薬草園からもらってきた数種類の葉をすり潰し、混ぜて一つにする。これは、練り込むと粘り気が増す特徴があるらしい。

　柔らかい粘土状になった薬草を棒状に形成し、その先端を蝋燭の火にかざした。

　じりじりと微かな音とともに、少しずつ煙が出てくる。

「すごい匂いだね……」

「エドガール様、匂いがわかるんですか？」

　煙を扇いで彼の本体のほうへ流していると、エドガールがそんなことを言うので、ミレイユは驚く。

　確かに煙が出た途端、かなり強い刺激臭が漂い始めた。幽霊で風上にいるエドガールには匂いがわからないと勝手に思っていたのだが……

　一方のミレイユは、煙にまみれているわけではないのに涙目だ。なんだか煙の量もどんどん増えている。

「わかるよ。これは、本体のほうの感覚なのかな。五感は繋がっているみたいだね。本体が感じたことは、僕にも伝わってくる」

「そう……ケホッ、なん、です、かっ。ケフッ、コホッ」

　扇いでも流しきれない煙がミレイユのほうへかかる。

　これは……眠気覚ましにしては、ちょっとやりすぎかと思われる方法だ。

　しかし、肝心のエドガール本体はぴくりとも動かない。それどころか、真っ白な煙に覆われて、彼の姿が見えなくなりつつある。

「ねぇ、ミレイユ。ちょっとやりすぎじゃない？　そろそろやめないと、ミレイユのほうがつらそうだよ。火事にもなりそうだ」

「ケホッ、そ、そうですね……コホンッ」

　ミレイユはフッと息をかけて蝋燭の火を消し、用意してあった水桶に薬草を入れた。

　それから急いで窓を開け、部屋の換気をする。すぐに外の空気が入り込み、煙が部屋から出ていく。

「はぁ……失敗してしまいました」

「薬草ではダメだったということだね。でも、まだ一つ目の方法だし、元気を出して」

　しゅんと落ち込むミレイユのそばにふわりとやってきて、エドガールは彼女を励ます。

　ミレイユは「はい」と力なく言うと、テーブルに置いてあった羊皮紙の一番目「薬草を焚く」という項目を横線で消した。

「次は、ツボ押しですね」

「もう二つ目を試すの？」

「はい。善は急げといいます」

　ミレイユは身体のツボを書き写した紙を持って、ベッドへ向かう。

　相変わらず目を瞑ったままのエドガール。血色は良いし、呼吸も安定している。念のため、城の医師にも見てもらったが、健康に問題はないとのことだった。

　本当に眠っているようにしか見えない。

「そういえば、こちらの身体の感覚は、エドガール様にもわかるのですよね？」

　ミレイユの後ろに浮かんで自身の身体を見下ろしているエドガールに問うと、彼は軽く頷いた。

「そうみたい。少なくとも、嗅覚は繋がっていたかな。それとも、幽霊の僕にも五感はあるってことなのかな？　物には触れられないけれど……」

「それなら、ツボ押しをするときに、その感覚がわかるかどうかも調べてみましょう」

　幽霊エドガールのツボは押せない――ミレイユの手は彼の身体をすり抜けてしまうから。

　ミレイユは、試しに本体エドガールの手を取って、親指と人差し指の間をぐっと押し込んだ。

「どうですか？　痛くありませんか？」

「痛くはないよ。でも、触れられている感覚は伝わってくる。ミレイユの体温も」

　エドガールはミレイユがツボを押している右手を顔の前にかざし、興味深そうに見つめている。

「感覚は本体と繋がっているということですね。それなら、もし痛かったら教えてくださいね」

「うん、わかった」

　エドガールはミレイユの指示に素直に返事をする。

　彼はベッドの空いている場所に寝転がり、肘を立てて自分の本体と妻を見守った。

　ミレイユはツボの位置を紙で確認しながら、エドガールの身体に触れていく。ツボというのは、身体の至るところにあるらしく、それぞれ効能が違うらしい。

　エドガールが眠り続けているのが、呪いの影響で身体の不調に繋がっているせいならば、それを取り除くべきだと考え、ミレイユは「眠気覚まし」以外のツボも書き記してきた。

　呪い自体をどうこうするわけではないが、とにかく片っ端から試そうという作戦でもある。

　足先から頭まで、いろいろな部分のツボ押しをしてみたが、やはりエドガールの身体は動かないままだ。

「ダメですね……」

「そう？　気持ちはいいし、疲れがとれるような気がするけど」

「もう……エドガール様、それでは意味がないんですよ」

　そもそも、今のエドガールは疲れるようなことをしていないではないか。それとも、ずっと浮遊し続けるのには、体力がいるのだろうか。

　幽霊エドガールは本体の横に同じ体勢で寝転び、目を閉じている。

　どうにものんびりした夫の様子にミレイユはこっそりため息をついた。

「やっぱり、呪いと言うくらいだから、体調不良を治す医学的な方法では解けないのかもしれないですね」

　やれることは何でもやってみようと思っていたものの、いざそれが失敗すると、真剣に取り組んでいた自分が情けなくなった。

「まだ三日目だし、今日はそれがわかっただけでも収穫としようよ。本体と僕の五感が繋がっていることもわかったし……上出来だよ」

　そう微笑んだエドガールは、悪戯っ子のような表情をして嬉しそうだ。

「どうしてそんなに嬉しそうなんですか？」

　前途多難だとわかったようなものなのに、収穫があった、上出来だ、なんて……

「それは、ミレイユが一生懸命尽くしてくれる姿が健気で可愛いからさ」

　怪訝そうに眉を顰めるミレイユとは対照的に、エドガールは鼻歌を歌いながら部屋を飛び回る。

「もう……どうしてそんなに楽観的なんですか！」

　ミレイユが頬を膨らませると、エドガールは透けた指でそれを突く仕草をした。

「ミレイユ、焦りは禁物だよ。それに、こういうのは案外簡単な方法で解決することもある。あんまり難しく考えすぎると逆に良くない」

「簡単な方法って言っても……」

　古代から伝わる呪いが簡単に解けるとは思えない。

「現に、父上と母上は今も健在だ。歴史書に記されている代々の王たちも、ほとんどが結婚後も政を続け、後継者を育てている。つまり、全員が呪いを解けたということになるだろう？」

　だから、答えは意外に簡単なところにあるのかもしれないと、エドガールが得意げに言う。

「それなら、やっぱり国王様や王妃様にその方法を伺えませんか？」

　彼らなら、当然呪いを解く方法を知っているはずだ。

　実は、ミレイユは彼らに謁見を申し出ているのだが、忙しさを理由に断られていた。

　しかし、事態は次期国王の命に関わることである。いくら公務が忙しくても、最愛の息子を助けたいと思うのが普通ではないのだろうか。

「ああ……そのことだけれど……」

　訝し気なミレイユに、エドガールは困った表情になる。

「呪いを解く方法は、先代に聞いてはいけないんだ」

「どうしてですか？」

「呪いを受けた者が死んでしまうからだよ」

「そんな……！」

　ミレイユは驚き、身体を震わせる。

「そもそも、この呪いは王族の伴侶の忠誠心と夫婦の絆を試すものだ。誰かに答えを聞いてしまった時点でその意味が失われる。呪いは失敗ってこと。そういえば、ミレイユは僕が医学書をすすめたせいで、歴史書は途中までしか読まなかったね」

　エドガールはそう言って、一度だけその過ちを犯してしまった先祖がいると教えてくれた。

　彼には兄弟が二人いたため、フィンレイ王国の血は続いたらしいが……

　悲しい史実に肩を落とす妻を慰めるように、エドガールが彼女のそばに寄り添う。

「だから、僕たちは自分たちの力で呪いを解かないとダメなんだ。でも、ミレイユが頑張ってくれているから、きっと大丈夫だよ。今日はダメだったけれど、根気よく続けていこう。まだ可能性はたくさんある」

　エドガールに釣られて、ミレイユは昨日集めた情報が書かれた羊皮紙の束に視線をやる。

　一日でかなり多くの方法を考察した。それを順番に試しつつ、さらに情報収集を重ねていけば、あるいは……

　エドガールはかなり前向きだけれど、ミレイユは不安でたまらない。

　もし、呪いが解けないまま一〇〇日が経ってしまったら……？

　エドガールは本当に死んでしまうのだろうか。

　ようやく彼と夫婦になり、これからというときに、こんなことになるなんて――前途多難な始まりに、ミレイユはため息をつかずにはいられなかった。




　その日の夜。

　結局、エドガールの要望――わがままとも言う――で、朝に試した二つの方法以外何もせず、二人は城を散策した。

　エドガールが嫁いできたばかりのミレイユに城内を案内したいと言い出したからだ。

　ミレイユも、毎年親睦会が行われる大広間と謁見の間、中庭くらいしか知らなかったから、彼の申し出を受けることにした。

　ふわふわと浮かぶ幽霊の夫に道案内されるのは不思議な気分だったけれど、城の大まかな見取り図くらいは頭に入れることができた。

　ミレイユが行くのは、夫婦の部屋を含め、城の一部だろうけれど……

（明日は、もう少しいろいろな方法を試したいわ）

　悪魔を呼び出す儀式と同じ本に書かれていた、呪いを祓う方法がいいかもしれない。

　温かい湯に浸かりながら、ミレイユは頭の中で明日の予定を立てる。

「ミレイユ様の御髪はフィンレイ王国では見られない珍しい色ですね」

「そうね……フィンレイ王国の人は茶色が多いかしら？」

　ミレイユの髪を洗っていた侍女に言われ、彼女は言われてみるとそうだと納得する。フィンレイ王国には、赤毛や茶髪が多い。

　対して、ミレイユの祖国であるシャントン王国には、茶髪でも金色に寄った色合いが多い。

「蜂蜜のような色で、艶やかで……甘い匂いがしてきそうです。羨ましいですわ」

　特別だと思ったことのなかった髪を褒められ、なんだかくすぐったい。ミレイユははにかんで「ありがとう」と伝える。

　ミレイユの緑色の瞳も綺麗だと侍女たちの間では噂が広まっているらしい。

　エドガールが政略結婚で迎える妃がどんな女性なのか、城に仕える者はもちろん国民たちも注目していたから、ミレイユの美貌は国中を驚かせたとまで言われてしまった。

「それは褒めすぎです……」

「そんなことはありません。エドガール様はミレイユ様がフィンレイ王国へ来られる日を本当に楽しみにしておられました。ミレイユ様は素直で可愛い人だと、ずっと自慢していたんですよ」

「そ、そうなんですか……？」

　自分のいないところで、そんなふうに言われていたなんて恥ずかしいけれど、エドガールがミレイユとの結婚を喜んでくれているのは、嬉しい。

　政略結婚は、嫌な相手でも甘んじて受けなければならないことも多々ある。ミレイユはとても恵まれている。

　侍女に手伝われつつ湯浴みを終え、ミレイユは火照った身体に薄い夜着を着せられて寝室へ戻る。

　エドガールが眠ったままの今、初夜と同じ格好をする必要はないと思うのだが……

　やや疑問に思いながらも、ミレイユはベッドへ向かう。

　そこには眠り王子と化したエドガールとそんな自分を興味深く覗き込む幽霊エドガールの二人が待っていた。

「ミレイユ。おかえり」

「エドガール様。何をなさっているのですか？」

「本当に僕だなって思って見ていたんだ」

　変なことを言い出す夫に、ミレイユは苦笑する。

「エドガール様のお身体ですから」

「なんだか不思議な感じだ。僕の意志では動かないのに、僕がいるなんて」

　エドガールが寂しそうに言うので、ミレイユは眠っているエドガールの隣に座り、彼の頬に手を添えた。

「そうですね……不思議です。温かくて、生きていると感じられるのに、目を開けないなんて……」

「君にも触れられない」

　そっと伸びてきた手は、ミレイユの腕をすり抜けて宙を掻く。

　ミレイユがエドガールを見上げると、彼は愁いを帯びた笑みを浮かべ、自分の手をじっと見ていた。

「エドガール様……」

「ミレイユに触れたいのに……やっと毎日一緒にいられるようになったから、今まで会えなかった分、たくさん君にキスをして、触れて、繋がって……初夜に君を抱いたのが夢みたいだ」

　エドガールが吐露する想いを聞き、ミレイユの胸が締めつけられる。

「私も……エドガール様と触れ合えないのは寂しいですよ。だから、早くこの呪いを解きましょう？」

　夫を励ますのと同時に自分自身に言い聞かせながら、ミレイユは彼の頬を撫でた。

　すると、幽霊エドガールが頬に手を当てて目を瞑る。ミレイユが本体に触れている感覚が伝わっているのだろう。

「君の手、気持ちいいな。ねぇ、ミレイユ……キスしてくれる？」

「キス、ですか……？　でも……」

　エドガールの甘えたような声に、ミレイユは動揺して二人の彼を交互に見やる。

「ミレイユの唇の柔らかさも感じたい……僕からはできないから、君からして？」

「で、でも……エドガール様が見ているのに……」

　なぜだろう。

　どちらもエドガールだとはわかっているが、意識のある幽霊の彼の目の前で、眠っているほうの夫に口づけるのは、抵抗があるというか……

「僕は見ているけれど、僕にキスをするんだから、問題ないでしょう？　それともミレイユは僕とキスするのが嫌？」

「違います！　嫌だなんて、そんなことありません」

　悲しそうな表情になったエドガールを見て、ミレイユは思いきり首を横に振る。

「じゃあ、してくれる？　お願い、ミレイユ」

「う……わ、わかりました」

　幼子が菓子をねだるような、それでいて、甘い大人の誘惑のような……蠱惑的なエドガールの声に、ミレイユはすぐに折れた。

　長い髪を耳にかけ、エドガールに近づくと、端正な彼の顔に自分の影がかかる。

　エドガールの顔の横に手をつき、少しずつ距離を縮め……ちゅっと、彼の唇に自分のそれで触れた。

「こ、これでいいですか？」

　ふわふわと浮かぶエドガールを上目遣いで見ると、彼は自分の唇を指でなぞりつつ「う～ん」と唸る。

「もう少し長く触れてほしいな。それに、もっと深く……初夜のときのキスみたいに。覚えているでしょう？」

　エドガールのおねだりに顔を真っ赤にしてしまったのが、その答え。

　ミレイユは初めて身体を重ねた日の濃厚な口づけを、しっかり記憶している。

「あんなキス……できません……」

　知識としては知っていたキスだが、実際にやるとなるとやはり難しくて、エドガールに翻弄されていた。それを、ミレイユからするなんて無理だ。

「大丈夫。僕が教えてあげるから……ね？　ほら、もう一度キスしてごらん。今度は長く唇を重ねて」

　恥ずかしがる妻を見て目を細め、エドガールが促す。

　ミレイユはもじもじとしていたが、諦めてくれそうにない夫を見て、再び身を乗り出した。

　ゆっくりと唇を重ね、彼の柔らかな唇の感触を数秒、目を閉じて感じる。

　彼の唇は温かくて気持ちいい。それは、エドガールも同じだったようで、彼が妖しい吐息を吐き出す。

「ん……柔らかくて温かくて、気持ちいい。僕の唇、舐めてみてごらん」

「――っ」

　耳元で囁かれ、ビクンと肩が跳ねる。

　本来ならば、エドガールと唇を重ねているのに、彼の声が耳元で聞こえるなんてありえないというのに。

　実体と幽霊と……彼らが同一人物だとは理解しつつも、背徳感を否めない。

「ミレイユ、舌を出して」

　エドガールの甘い誘惑は、どこか逆らえない音となって、ミレイユに沁み込んでいく。

　そして、彼女はエドガールの指示通り、ぺろりと彼の唇を舐めた。

「ゆっくり、上唇と下唇の両方をなぞって。そう……上手。可愛いね、ミレイユ。真っ赤な舌が、僕の唇をなぞって……いやらしい」

　エドガールが囁くと、ぞくぞくっと寒気にも似た痺れが背筋を伝う。

　自ら彼の唇を舐めている。これは、彼を気持ちよくさせるための行為のように思っていたが、ミレイユ自身も身体が疼くのを感じた。

「唇の中に、舌を入れてごらん」

　ぬるりと唇を割って舌を差し込む。閉じたままだった唇は抵抗なく開き、彼女の舌を受け入れた。

「僕がミレイユにしたこと……思い出して。真似してみて？」

「ん……」

　ミレイユは彼とのキスを思い出しながら、歯列をなぞったり、上顎を舌先で小刻みに舐めたりする。

　唾液が絡まって、淫らな音が立つのも淫靡で惑わされた。

　ミレイユはだんだんと大胆になって、ちゅうっと、わざと音を立てるように唇に吸いついてみる。

　眠ったままではあるが、深いキスが呼吸の妨げになるせいか、エドガールの息が上がっているように感じられた。

　いや……これは、耳元で聞こえる幽霊の彼の呼吸音だろうか。

「っは……」

　ミレイユが唇を離すと、幽霊エドガールは目元を赤らめて恍惚の表情をしていた。

　彼の身体への刺激が伝わって、気持ちが昂っているようだ。

「ミレイユ」

「エ、エドガール様……？」

　ドキドキと高鳴る鼓動は、彼の考えていることを敏感に感じ取ってしまったせいだろうか。

　不安と、期待と……ミレイユは視線を泳がせて、わざと彼から目を逸らした。

「も、もう寝ましょう」

「ミレイユ」

　ベッドに潜ろうとする妻を呼び止めるエドガール。今の彼にミレイユを物理的に止める方法はないはずなのに、彼女の身体は固まって動かない。

「ねぇ、ミレイユ……君も、疼いているでしょう？」

　その誘惑のような言葉に、ミレイユは膝を擦り合わせる。

　妻のその行動を目ざとく見つけたエドガールは、ふわりと彼女の身体にまとわりつくように寄ってきて、耳元に唇を近づけた。

「僕も……したい」

「し、たいって……」

「うん……ねぇ、毛布をめくってみて」

　どうしてだろう。「もう寝る」と言ってしまえば、エドガールはそれ以上何も言えないしできないのに……ミレイユは彼の言葉に従って、エドガールに掛かっている毛布をめくってしまった。

　恐る恐る、ゆっくりとベールが上がるみたいに、エドガールの身体が露わになっていく。

　初夜の後、眠りについたときの姿のまま――バスローブを纏った彼の身体。合わせから覗く胸板、腰紐の結び目、そしてその下でローブを押し上げている昂ぶりが見ただけでわかる。

　ミレイユの視線は、その盛り上がった場所に釘づけになってしまった。

　ごくり、と彼女の喉が鳴る。

「どうして……」

　エドガールの意識はないはずなのに、身体はこんなに反応するものなのだろか。

「本体と幽霊の僕は感覚が繋がっているからだよ。君に触れられて気持ちよくて、幽霊の僕にその快感が伝わる。そうすると、そちらの身体が反応する。勉強してくれたなら、わかるでしょう？　僕がどんなふうになっているか……どうしてほしいか」

「エ、エドガール様……」

　初夜のときとは違って、なんだか意地悪な夫に、ミレイユは涙目になる。恥ずかしさのせいだ。

「勉強の成果を見せてくれるって言ったよね？」

「……っ、それは、あの……っ」

　確かに自分は初夜に向けて勉強をした。そして、エドガールに「成果を見せて」と言われてＹＥＳという返事をした。

　けれども、こんな状況でそれを持ち出すなんてずるい。

「ミレイユ……『何でもしてくれる』んでしょう？　お願い。僕に触れて。僕が君に触れたみたいに、僕を気持ちよくして」

　掠れた声でねだられて、ミレイユは固まってしまう。

「ほら、まずはバスローブを脱がせて。君の〝役目〟だよ」

　初夜でミレイユが言ったことをところどころ思い出させつつ、エドガールがミレイユを促す。

　彼の透けた手がミレイユのそれに重ねられ、彼女をバスローブの腰紐へ導こうとする。

　幽霊となってしまったエドガールにはできないことのはずなのに、ミレイユの手は震えながら動いた。

　ミレイユの中にある好奇心と初夜で覚えた悦びを期待する気持ちがそうさせたのかもしれない。

　エドガールに気持ちよくなってもらいたいというのも本当だ。彼が望むのなら……

　ミレイユはそっと腰紐を引き解く。

　合わせの片側を引っ張れば、逞しい身体が半分露わになった。

　もう片方の合わせも向こう側へ押しやり、彼の胸板に触れる。

「……っ」

　初夜のときは、観察する余裕なんてなかったエドガールの身体。

　太い首、広い肩幅、厚い胸板に割れた腹筋――細身だと思っていた身体は想像以上に男性らしく逞しい。

　ミレイユは彼の腹筋に触れ、その硬さを確かめるようになぞる。

「……大胆だね、ミレイユ」

　ぐっと息を詰め、エドガールが色っぽい声を出す。

　視線を上げると、自身に触れるミレイユを恍惚の表情で見つめるエドガールと目が合った。

「気持ち、いいですか？」

「うん……」

　ミレイユの指先がつぅっと腹をなぞると、エドガールが熱い吐息を零す。

　彼女は再び視線を彼の身体に落とし、下腹部へと手を滑らせた。

　腹に貼りつくほど反り返った昂ぶりに躊躇したのは少しだけ。ミレイユは唇を引き結んで、それに触れた。

「――っ、ミレ、イユ」

「い、痛いですか？」

　ビクッと跳ねた昂ぶりと、エドガールの苦しそうな声に驚き、ミレイユは慌てて手を引っ込める。

　エドガールは口元を片手で押さえ、荒い呼吸を整えようとしているようだ。

「違うんだ……こんなに、刺激が強いと思わなくて……他人に触られるのは、初めてだから……」

「そ、そうですか……」

　エドガールが初めてだと口にしたことに、なんだか妙に照れてしまい、ミレイユは俯く。

　彼が、あんまり慣れていると他の男の人に教わったのかと嫉妬してしまうと言っていた意味がなんとなくわかった気がする。

　ミレイユも、誰かがエドガールに触れたら嫌だと思う。今、初めてだと言われて、嬉しかったから……

「あの……優しく、しますね……」

「……うん」

　エドガールが頷き、ミレイユは再びそっと昂ぶりに触れる。

　ぴくりと跳ねるのは気持ちいいから――先ほどは驚いたが、これで安心して触れることができる。

　本で読んだときは肉棒を優しく掴み、根元から先端を擦ると気持ちいいと書いてあったはずだ。

　頑張って仕入れてきた知識を思い出しながら、ミレイユは昂ぶりを握った。強く握らないように気をつけながら、ゆるゆると手を動かす。

「……っ、ン……すごい……」

　エドガールがその様子を見下ろしながら息を荒くする。

　彼には今、ミレイユと実体の自分がどう映っているのだろうか。

　ミレイユは、誰か他の人に見られながらこんな卑猥な行為に身を投じているように思えて恥ずかしい。だが、ミレイユが愛撫している身体も、彼女を見守る幽霊も、どちらもエドガールなのだ。

「エドガール様、どう、ですか？」

「気持ちいいよ。もう少し強くしても大丈夫」

　エドガールがそう言うので、少しだけ彼の昂ぶりを握る手に力を入れる。硬くて太いけれど、どこか柔らかさもあるような……不思議なものだ。

　男性の身体は自分とは異なる部分が多く、興味深い。

　そんなことを考えつつ熱塊を扱いているうちに、ミレイユは先端のほうが濡れ始めたことに気がついた。

　これは、気持ちよくなってくれたときに起こる現象らしい。

　ミレイユは先端を指でくるくるとなぞってみる。

「っ、は……ミレイユ、そこ……」

　苦しそうな声だけれど、握った昂ぶりの熱が増した気がする。ミレイユはエドガールが感じてくれているのだと思い、先端部分をさらに刺激した。

「んっ、く……」

　喘ぎ声を我慢しようとする夫。そのいじらしい姿がもっと見たくなって、ミレイユは弄っていた先端に唇を近づけた。

「っ！　ミレイユ！」

　エドガールの慌てた声。

　ミレイユはちゅっと昂ぶりの先端に口づけ、濡れた先をぺろりと舐めた。

　その瞬間、苦みが一気に口内に広がったが、かまわず昂ぶり全体に舌を這わせる。根元から先端までを丁寧になぞり、くびれた部分をちろちろと嬲った。

　さらに先端を口に含み、ちゅぽっと音を立てて吸うと、エドガールが快感に悶える。

「ん……ふ……んん」

　大きくて全部入らないが、できるだけ口を大きく開いて昂ぶりを唇で扱く。そうすると、唾液がたくさん昂ぶりにまとわりついて、卑猥な音を立てた。

「ミレイユっ……もう、出ちゃうから……やめ……っ」

「へ……？　きゃっ」

　エドガールの制止は少し遅く、ミレイユが昂ぶりから唇を離したのと同時に白濁が放たれる。

　今まで嗅いだことのない匂い。だが、それは不思議と不快感とは違う何かで、ドキドキと鼓動を速めた。

　胸元についたそれを手ですくい、呆然と見つめる。

「ご、ごめん。ミレイユ。僕のバスローブで拭いて」

「ん……大丈夫です。エドガール様が気持ちよくなってくれて、嬉しいです」

　ミレイユは手と胸元を拭いつつ、彼に笑みを向ける。

　勉強はしたけれど、うまくできるかはわからなかった。だが、男性が気持ちよくなったときにはこうなると知っていたから、ホッとしている。

　ミレイユはエドガールを感じさせることができたのだ。

「ミレイユ……」

　エドガールの耳が真っ赤になって、さらに先ほどまでミレイユが愛撫していた昂ぶりが再び大きくなり、彼女も頬を染める。

「僕も、ミレイユを気持ちよくしたいのにな……」

　すると、エドガールがぽつりと呟き、ミレイユに情熱的な視線を送ってきた。

「ねぇ、ミレイユ。僕にも、触らせてほしい」

「え？　で、でも、エドガール様は今、何も触れませんし……」

　幽霊の彼はすべてのものをすり抜けてしまう。

　もちろん、ミレイユに触れることもできない。

「触れられるよ。そこに眠っている僕なら」

「でも、こちらのエドガール様は動けないんじゃ……」

「うん。だから、ミレイユが手伝ってくれる？」

　予想していなかった提案に、ミレイユは目を丸くする。

「僕の手を取って、ミレイユの気持ちいいところに触れさせて？」

「そ、それって……」

　彼の言葉の意味を理解し、ミレイユは頬がさらに真っ赤になるのを感じる。身体中すべての熱が集まっているみたいだ。

　ミレイユがエドガールの手を導く――自分から彼に触れさせるようなこと、恥ずかしすぎる。

「ダメ？」

「ダメです。そんなの恥ずかしい……」

「恥ずかしくないよ。誰も見ていない。僕とミレイユだけの秘密だ」

　そうは言うが、ミレイユにとってこの状況は二人のエドガールと自分、三人がいるような気分なのだ。

　たとえ眠っている夫とふわふわと浮かびながら自分を見ている夫が同一人物でも、姿が二つになっている今、背徳感を覚えている。

　すでに彼にキスをし、愛撫をした後では今さらかもしれないが、さすがにそれ以上は躊躇してしまう。

「ミレイユ……お願い。君の柔らかくて綺麗な身体に触れたい。君の中に入りたい」

「――っ」

　そんなふうに色気たっぷりにねだるエドガールの甘い声は、ミレイユの葛藤をかき消した。

　彼女はおずおずと手を彼の手首に伸ばす。エドガールを上目遣いで窺うと、彼はとても色っぽい笑みを浮かべていた。

「そう。胸に、触れさせて」

　ミレイユは言われるがままに彼の手を自分の胸の膨らみへ導いた。ほんの少し触れただけなのに、いけないことをしているみたいな感覚に身体が熱くなる。

　彼の手のひらに触れたことで、胸の先端が尖ってしまっているのを感じたら、なおさらだ。

「僕のものを舐めて、ミレイユも興奮しているんだね」

「や……言わないでください」

「恥ずかしがっているのも可愛い。でも、もっと大胆な君も見たいな。ミレイユが気持ちよくなるように僕の手を動かしてごらん」

「そ、そんなこと……」

　次々と淫らな願いを口にするエドガール。ミレイユは涙目になって首を左右に振った。

「大丈夫。ほら、手を動かして。君に触れるだけで、僕も気持ちよくなれるんだって言ったでしょう？」

　だが、エドガールは諦めるつもりはないようで、ミレイユの背中側に移動すると、再び耳元で囁く。

　ミレイユがこの囁きに弱いと知られてしまったようだ。

「んっ」

　彼女は片手で口元を押さえつつ、エドガールの手を動かす。

　勃ち上がった先端に彼の手のひらを擦りつけるように、上下にゆるゆると手が動くと、後ろでエドガールが興奮したように息を荒げる。

「ねぇ、直接触りたいな。服、脱いで？」

「んっ、あ……こ、これでいいですか？」

「うん。ミレイユ、すごく綺麗……」

　ミレイユは口元を押さえていた手で夜着の肩ひもを落とす。そしてまろびでた乳房にエドガールの手をそっと置く。

　彼女は羞恥でどうにかなってしまいそうだ。身体が熱くなり、思考がどんどん溶けていくみたい。

「僕の指で、先端を突いてごらん」

「あぁっ、は……あ……や、ダメ……」

「ダメ？　でも、気持ちよさそう」

　言われた通りにすれば、じんじんとした快感が身体に広がった。ダメだと思うのに、身体は先ほどよりも強い刺激を求め、彼女の手は止まらない。

「ほら、ミレイユ、自分で僕の手を動かしているんだよ。いやらしいね」

　エドガールがやらせているはずなのに、ミレイユが自らそうしているかのような言い方だ。だが、それすらも彼女の興奮を煽る。

　耳元に落とされる淫らな言葉が直接頭に響き、身体中に伝わっていく。それが熱となって下腹部に溜まっていき、ミレイユの意識はその疼きを追う。

　足の付け根の奥が、ぬかるんでいくのが自分でもわかった。

「ミレイユ。もっと触ってほしいところがあるんじゃない？」

「んん……ない、です」

　ほんのわずかに残った理性が、彼女を繋ぎとめようとする。

　秘所にまで彼の手が伸びたらどうなってしまうのか、わからなくて怖い。否……わかるから、本能的に「ここで止めなくてはいけない」と思ったのかもしれない。

　しかし、そんなミレイユの理性をかき消すのは、やはりエドガールの色っぽい声だ。

「本当に？　正直に言ってごらん。シーツが濡れていたらわかることだよ……下着、穿いてないんでしょう？　侍女にはいつも通り用意させたもの」

「んっ、エ、エドガール様が……頼んだのですか？」

　彼が眠ったままなのに初夜と同じ格好は変だと思ったのだ。

「そうだよ。ミレイユに触れられないなんて、我慢できないから……ね？　お願い……触らせてよ」

　色っぽさと幼さを巧みに使い分けるような夫のおねだりは、ミレイユにとって毒みたいだ――霞がかっていく頭で、彼女はそんなことを思った。

　ほんの少しと思ったのが最後……大きく脈打つ鼓動に合わせて身体中に流れ広がる。

　ミレイユははぁっと熱い吐息を吐き出し、エドガールの手を自分の足の間へ移動させた。

「はぁ……ン、あ……」

　内腿を滑らせ、秘所に近づいていく。ミレイユがさせているのだから、その動きは予想できるはずなのに、彼女の身体は驚きに跳ねるように反応した。

　そして、泉の入り口に彼の指先を押し当てる。

「……っ、エドガール、様……」

　これ以上は無理だ。

　ミレイユは羞恥の限界で、首を捻って自分の後ろに浮かぶエドガールを見た。助けを求めたつもりだったのに、彼が恍惚の表情で自分の手を見つめていて、ドキッとする。

「ミレイユの甘い蜜の感触、ちゃんと伝わっているよ」

　彼女の視線に気づいた夫がフッと笑う。そして、自分の指を舐める仕草をし、ミレイユを煽った。

　幽霊である彼の指には蜜はついていないはずなのに、エドガールは本当にそれを感じ取っているかのような素振りだ。

「指、入れて」

「でも……」

　一度経験したとはいえ、そこに何かを挿れるというのは不安だ。それも、自分でやるなんて……

「たくさん濡れているから大丈夫。足を開いて座って。ね？」

「や、エドガール様、もう許して……」

「ダメだよ。ミレイユも気持ちよくならなきゃ」

　ミレイユの懇願を受け流し、エドガールは「ほら」と促す。彼女はしばらく震えていたが、そのせいで中途半端に刺激された泉が疼き、耐えきれなくなって体勢を変えた。

　震えながらゆっくりと足を開けば、眠っているエドガールに秘所を見せつけているようになってしまい、思わず視線を逸らす。

「いい子だね。僕の指と同じように動かして」

　そう言うと、エドガールはミレイユの前に自分の透けた右手を伸ばし、中指を差し込むような動きをした。

「ゆっくり、蜜をまとわせながら……こうやって、奥まで」

「んん……」

　ミレイユはその動きを見ながら、エドガールの手を両手で持ち、彼の一番長い指を自分の中へ受け入れる。

　最初は怖くて、浅い場所でゆるゆると動かしていたが、奥が切なくなっていくのに耐えられず、ゆっくりと根元まで差し込む。

　初夜のときは、彼が指先を動かして中を刺激してくれたけれど、意識が幽霊のほうにある今はそれができない。

「ああ……中、熱いね。ひくひくして、僕の指に絡みついてくる。もっと欲しそう」

「ンッ」

　ミレイユの歯痒さを見透かすようなエドガールの言葉に、キュッと自分の中が反応したのがわかる。

「やっぱり……ミレイユ、指を抜き差ししてごらん」

「んぁ……あぁ……」

　目の前で前後に動くエドガールの指。それを見ながら、ミレイユは自然と自分の手も動かしていた。

　意識がないはずのエドガールの指が、意志を持ったように彼女の中を行き来する。

　くちゅくちゅと、彼女の中から溢れる蜜を泡立てて……ミレイユはだんだんと夢中になって彼の手を前後させた。

　恐れていた異物感など微塵もない。

「ミレイユ……腰も動いているよ。いやらしいね。純粋で可愛いミレイユが艶やかに乱れるところ、もっと見たいな」

「あっ、やぁ……は、あんっ」

　荒い呼吸とともに言葉でミレイユを攻め立てるエドガール。

　自ら夫の手を使い、彼に見られながら快感に浸る行為――こんな淫らなことをしているなんて信じられない。

　しかし、エドガールに教えられた快楽を覚えた身体は止まってくれない。

　もう少し……あとわずかなのに求める場所にはたどり着けず、ミレイユは身体を震わせ、エドガールに助けを求めた。

「ン、あッ、エドガールさま……」

「うん……もっと欲しいんだよね？　僕の、挿れて……もっと乱れて」

　そう言われ、彼の昂ぶりへ視線が行ったのは本能的なものだったように思う。

　ミレイユは、再び硬く勃ち上がった昂ぶりを見て息を呑む。

「や、それは……っ」

「僕もミレイユを感じたい。二人で気持ちよくなりたいな」

　甘い誘惑に、ミレイユの秘所が疼く。

　ミレイユはエドガールを気持ちよくするために勉強したけれど、初夜ではその成果をあまり出せず、エドガールに与えられるばかりだった。

　しかし今、夫が望み、ミレイユ自身も……

　彼女は恐る恐る彼の身体に近づき、大きな体躯を跨ぐ。

「ゆっくり腰を下ろして……ミレイユの濡れたところ、擦りつけてみて」

「ん……」

　逞しい腹筋に両手をついて、エドガールに従い、昂ぶりに秘所を押し当てた。実体と感覚の繋がっているエドガールが微かに呻くのが聞こえて、ミレイユは安心する。

　ちゃんと、彼も気持ちよくなってくれているのだ。

「少し、動いて……僕のも濡らして」

　ミレイユは掠れたエドガールの声を聞きながら、腰を前後させた。

「ああ……っ」

　熱量が秘所に擦れると気持ちいい。

　特に、先端が秘芽を掠めると強い刺激が走る。

「上手……ミレイユ、もう挿れられる？」

「んっ」

　ミレイユは腰を浮かせ、恐る恐る彼の昂ぶりを掴んだ。その先端を泉の入り口へ宛がうと、耳元でエドガールが息を呑む。

　じっと、妻の乱れる姿を観察するような視線が突き刺さり、ミレイユはさらに身体を熱くさせる。

「エドガールさま……そんなに、見ないでください」

「どうして？　こんなふうに君が乱れるところを見ることなんてないから、堪能したいよ。ほら、腰を下ろして……僕を君の中に挿れて？」

「――っ、ン……んん」

　ミレイユは震える手で昂ぶりを支えつつ、ゆっくりと腰を下ろした。

　太く熱い剛直は、濡れそぼった泉の中へスムーズに挿っていく。その熱量は、初夜のときよりも大きいような気がして、少し苦しい。

　ミレイユが思わず腰を止めると、エドガールが彼女に近づいて耳元で囁く。

「まだ……もう少しだよ」

「ふぁっ、ああ……ダメ……こんなに、深く……」

「ん……全部挿った」

　促されて腰を落としたけれど、初夜のときよりも深く突き刺さる昂ぶりに、ミレイユは生理的な涙を零した。

　やはり圧迫感は大きいが、痛みはあまりない。

　震える息を吐き出しつつ、ミレイユは彼の昂ぶりを感じる。

「ゆっくり動いてごらん」

「んっ、あ……」

　おずおずと腰を動かすと、彼の恥骨に秘芽が擦れて気持ちいい。

　その快感に引きずられて、ミレイユはそこに刺激が行くように腰を擦りつけた。

「……可愛いな。気持ちいい？」

　快楽を貪ろうとする妻を見て、エドガールが嬉しそうに問う。

「あ、あぁ……エドガール様は？　気持ちいいですか？」

「うん。でも、もっと欲しい……上下に動いて」

　エドガールに言われ、ミレイユは腰を持ち上げ、下ろす。すると、昂ぶりの先端が膣壁を一層刺激して、ミレイユは仰け反って喘いだ。

「あぁっ、あ、あッ」

　昂ぶりが隘路を押し広げ、ミレイユを翻弄する。

　自分で加減を調整できるから、ミレイユは自然と自分の気持ちいい場所に熱塊が当たるように腰を動かした。

「あんっ、あ、あぁ……ッ、はぁん」

「っ、ミレイユ……すごいね。胸が揺れて、いやらしいよ」

　夢中で腰を振るミレイユに、エドガールが熱い視線を送る。

「なんだか妬けちゃうな……ミレイユのことを気持ちよくしているのが他の男みたいで。君は、僕の妻なのに」

「あぁっ、やっ……そんな、意地悪なこと……んあぁっ」

「ふふ……ミレイユの中、今締まった……いけないことをしているみたいで興奮しているの？」

　エドガールに見られながら、エドガールと身体を繋げている――同一人物のはずなのに、そんなふうに言われたら、本当にいけないことをしている気分になってしまう。

「私、エドガール様以外とこんなこと……できな……あっ」

「そうだよね。意地悪なことを言ってごめんね。でも、ミレイユが乱れているのに直接触れなくて、寂しいよ……だから、もっと曝け出して。僕に見せて、聞かせて」

　エドガールはその言葉通り、妻の乱れた姿を目に焼きつけるかのように見つめている。

　ミレイユはその熱っぽい視線を受けつつも、悦楽を追いかける。エドガールも呼吸を荒げ、目元を染めて喉を鳴らした。

「エドガール様……気持ち、いい、ですか？」

「ん、ミレイユ。そろそろ……イきそう。ミレイユも一緒に……」

　エドガールの誘惑に、ミレイユの中がぎゅっと締まる。さらにきつく彼の昂ぶりを締めつけながら、それでも腰を動かし続けた。

　あと少し……すぐそこに迫った絶頂に手を伸ばすように、ミレイユは秘芽に触れた。

「あっ、あ、ああ……」

「ミレイユ……自分から触るなんて、大胆だね」

　そんなふうに言われて感じる羞恥さえ、彼女を高みへ押し上げていく。

　うっすらと目を開ければ、悦楽を貪る妻に興奮した様子のエドガールと目が合った。見られている――その事実がミレイユを煽る。

　もう、我慢できない。

「エドガール様、あぁ――ッ」

「……っ、ミレイユ」

　びくん、と身体が跳ねて背が反る。

　ミレイユは身体を支えていられず、彼の胸に倒れ込んだ。

　それと同時に彼女の中で爆ぜた昂ぶりから放たれる熱を感じ、目を閉じる。

「ミレイユ……可愛い。僕のために一生懸命で、嬉しかった……」

「エドガール様……」

　幽霊姿の手では、彼女の頭を撫でられない。しかし、そうしようと手を伸ばしてくれるエドガールに、ふにゃりと頬が緩む。

「ミレイユ、好きだよ。君と結婚できて、本当に嬉しい」

「はい……ありがとうございます」

　ミレイユがそう言うと、エドガールはフッと笑って「起きられる？」と問う。

　初夜のときはエドガールが情事のあとに世話を焼いてくれたが、今回はそれもできない。ミレイユは気だるい身体をなんとか起こし、彼から離れた。

　バスルームに用意してあるタオルでエドガールと自分の身体を清め、服を整える。彼には替えのバスローブを着せたが、脱いだものや使用済みのタオルをまとめて、ミレイユは頬を染めた。

「あの……こちらは、侍女の方が回収にいらっしゃるんですよね？」

「うん。そうだよ」

　なんてことないように言うエドガールに、ミレイユは両手で顔を覆う。

　こんなあからさまに情事の形跡を残してしまって、恥ずかしいことこの上ない。

　エドガールが幽霊になってしまっている今、彼女に触れられないことは城中の皆が知っているというのに……これでは、ミレイユが自らしたのだと言っているようなものだ。

「僕が侍女に頼んだんだから、彼女たちは最初から知っている。噂を広めるような下品な者はいないから大丈夫だよ。これからも今日と同じように用意してもらえるはずだ」

　ミレイユが何を恥ずかしがっているのか悟ったエドガールがしれっと説明するので、彼女はいてもたってもいられず、ベッドに潜り込んだ。

「も、もう、しませんよ！」

　毛布を頭まで被って、エドガールから隠れる。

「そんなこと言わないで。ミレイユに触れられないまま一〇〇日も我慢できないよ」

「その前に、呪いを解きますから！」

　ミレイユはそう高らかに宣言し、目を瞑った。

　新婚なのに……と、エドガールが何やらぶつぶつと言っていたのは無視をする。

　こんな恥ずかしいことは、これっきりだ。ミレイユはそう決意して、明日やるべきことを頭の中で整理するのだった。










第三章

旦那様の告白











　エドガールが幽霊になって四日目。

　ミレイユは、魔法陣を試してみることにした。

　朝起きてから、再び書庫を訪れて魔法陣を大きな紙に写していく。王子の呪いを解くためだとお願いして、特別に用意してもらった羊皮紙である。

　ミレイユは細かい模様や古代文字の形を間違わないように慎重に魔法陣を描く。

「それって、本当に効くのかなぁ」

　その横で懐疑的な目を向けるのは、エドガールである。

「やってみなければわかりません」

「そうだけれど……こんなに複雑な手順、間違えたら他の厄災が降りかかりそうだよ。もっと簡単なものから試そうよ。愛のこもったキスとか」

「もう……キスはダメだったじゃないですか」

　昨夜のことが思い出され、ミレイユは筆を止める。

　恥ずかしい様々な行為が蘇ってきて、まったく集中できない。

「そうかな？　僕は結構効果があったと思うよ。なんていうか、自分の身体に引き寄せられるような感じかな」

「それって、幽霊のエドガール様が本物の身体に戻れそうだったってことですか？」

「うん、そうかも！」

　にっこりと笑ったエドガールの表情に、ミレイユはなんだか胡散臭さを感じて顔を顰めた。

「ほら、昨日はミレイユが恥ずかしがっていたから、認められなかったんじゃないかな？　僕が頼んだのもいけなかったのかも。ミレイユが自分から積極的に――」

「エドガール様、そうやってまた私に……は、恥ずかしいことをさせようとしているのでしょう？」

　夫婦になって遠慮がなくなったのか、ちょっとおどけた性格が出てきたエドガール。いや、今までは一年に一度しか会えなかったから、見えなかった部分なのかもしれない。

　そんな彼も嫌だとは思わないが、今の状況では少し呑気すぎる気がする。

　ミレイユはため息をついて、再び床に広げた羊皮紙に向かった。

「もう……少し静かにしていてくださいね」

　そう言って魔法陣の続きを描き始めたミレイユに、エドガールはため息をつく。

「ミレイユは真面目すぎるよ……」

　そう言いつつも、その後はミレイユにちょっかいを出すことなく、呪いを解くために役立ちそうな本を探してくれた。

　かなりの時間をかけ魔法陣を完成させ、さらに新たな資料を読み込んで情報を集めた二人。

　昼食をとった後、ミレイユはベッドに眠るエドガールの上に大きな羊皮紙を被せた。

　魔法陣を描いた面を彼にくっつけ、蝋燭をベッドの周りに置き、ミレイユは彼の足元に立って呪文の書かれた本を広げた。

　呪文は古代語だが、フィンレイ語で読み方が書かれているので助かる。

　ミレイユは大きく息を吸い込んで、ゆっくりとそれを読み上げた。

　一言一句、発音を間違えないように慎重に。練習はしたけれど、緊張して本を持つ手が震えてしまう。

　幽霊エドガールはそんな彼女を少し離れたところから見つめている。

　そして、最後の一文を読み終え……ミレイユは静かに本を閉じ、顔を上げた。

　一、二、三……十……二十……三十秒。

　一分近く経っても、何も起こらない。

　ベッドの中のエドガールは眠ったままだし、蝋燭の炎も燃えたまま。魔法陣を描いた羊皮紙さえ揺らめかない。

「失敗……かな？」

　幽霊エドガールが控えめに沈黙を破り、ミレイユも肩を落とす。

「そうみたいです」

　ミレイユは大きなため息をついてから、蝋燭の火を消し、儀式に使った小道具を回収した――




　十日目。

　二日目に書庫で調査し、列挙した方法をあらかた試し終わったミレイユは、願掛けという方法を思いつき、朝食を断った。願いを叶えたいときに、何かを我慢するといいらしい。

　我慢するものというと、食事くらいしか思いつかず、昼食も夕食も食べずに過ごしてみたが、果たして効果があるかはわからない。




　十一日目。

　再び朝食を断ろうとするミレイユに、エドガールからストップがかかった。渋るミレイユを、エドガールは「ミレイユが倒れたら元も子もない」と叱り、彼女は観念した。




　十二日目は再び書庫に籠もり、まだ読んでいない本を読み漁った。

　効果の有無にかかわらず、書物に載っている方法はすべて試す勢いでやらなければ間に合わないかもしれない。

　ご先祖様への祈りの捧げ方から供物の選び方まで、細かいところまですべて完璧に再現し、ミレイユは翌日から儀式三昧の日々を送った。




　そんな日が続き、あっという間に五十日目。

　猶予はあと五十日。あらかたの方法は試し終えてしまったミレイユは、新しい方法を探しつつ、すでにやった方法に工夫を加えて試すことも始めた。ツボ押しは医学書で施術方法を学んだり、炙る薬草の種類や調合を変えたり……

　しかし、そのどれも効果はなく、眠ったままのエドガールはぴくりとも動かない。

　だんだんと焦るミレイユとは対照的に、エドガールは相変わらずのんびりと妻の周りをついて回った。

　困るのは、あの日の悪戯を気に入ってしまったらしいこと。

　隙あらばミレイユを淫らな行為に引き込もうとするのだ。彼女が怒ると、そんなミレイユも可愛いと上機嫌で部屋を飛び回る。

　ミレイユが彼の〝おねだり〟に負けて情事に溺れると、エドガールはさらに喜ぶものだから、複雑な気持ちになる。

　エドガールに触れたいのはミレイユも同じだ。彼女も彼に触れてもらいたい。エドガールが彼女にしてほしいことをねだるとはいえ、行為としては一人でしているみたいな感覚なので、寂しさが拭えない。

　それと同時に、幽霊のエドガールに見られながら眠っている彼と身体を繋げるのは、三人での淫らな交わりのようにも思えて、変な感じがする。

　恥ずかしいけれど、気持ちいい。

　嫌だけれど、嫌ではない。

　複雑に揺れ動くミレイユの気持ちを、エドガールは知っているのだろうか。

　そんな慌ただしい日々はどんどん過ぎていく。いろいろな方法を試したり、エドガールとの淫らな攻防があったりと、本当に忙しない。

　そして、あっという間にミレイユが嫁いでから九十九日目になってしまった。

「エドガール様、本当にもう時間がありません。明日までになんとかしないと、死んでしまうのですよ！」

　ミレイユは部屋中を歩き回り、おろおろする。

　思いつく限りの方法は試した。馬鹿げているように思えるような方法も、淫らな方法も、医学・呪術に則った方法も全部……

　それなのに、何も効果がなかった。

　歴代の王たちはこの試練を越えてきたはずなのに、どうしてミレイユはエドガールを救えないのだろう。

　じわりと込み上げてくる涙を拭い、ミレイユは頬を叩く。

（弱気になったらダメだわ。私はエドガール様の妻なのよ）

　ミレイユは「エドガールの呪いを解いてみせる」と約束した。

「ミレイユ、叩いたら傷ついちゃうよ。そんなに自分を責めないで。これは、本来僕たちフィンレイ王族の問題だから……君を巻き込んでしまって悪かったね」

「……っ、まだ、時間はあります！　そんな、諦めたみたいなこと言わないでください」

　拭ったはずの涙が再び溢れてくる。

「泣かないで、ミレイユ。僕、初めて会ったときから君のことが好きだった。ふわふわの蜂蜜色の髪を靡かせて、何でもない中庭を走り回る妖精みたいな女の子に一目惚れしたんだ」

「や……そんなこと……なんで、今……」

　これでは、最期の言葉みたいではないか。

　しかし、エドガールは喋るのをやめない。

「エメラルドみたいな綺麗な瞳に僕を映して……エドガール様、って慕ってくれているのが嬉しかった。会うたびに可愛くなって大人びていく君を、早くお嫁さんにしたいと思っていたんだ。初夜は、夢のような時間だったよ。この呪いにかかってしまってからも、ミレイユは一生懸命僕のことを助けようとしてくれて……本当にありがとう」

　そう言うエドガールの身体が、薄くなっていくのを感じ、ミレイユは目を見開いた。

「ま、待って……！　エドガール様！」

　伸ばした手は空を切る。

　それを見て、エドガールは寂しそうな顔で笑った。

「ミレイユと結婚できて、僕は幸せだ」

「いやっ、消えたら嫌！　私だってエドガール様のことがずっと好きだったのに……！　貴方と結婚できる日をずっと待っていました。エドガール様を愛しているんです。それなのに、こんな別れ方……」

「ありがとう……ミレイユ」

　エドガールは本当に嬉しそうに笑う。しかし、身体が透けていくのは止まらない。いよいよ彼の足元が消えて、ミレイユは泣き叫ぶ。

「いや！　エドガール様、死なないで！　待って――」

　ミレイユが一歩、彼のほうへ足を踏み出すのと同時にエドガールの姿が消えた。ミレイユはその場に膝をつき、震える息を吐き出す。

　だが、すぐにハッとしてベッドに駆け寄った。

　エドガールは目を閉じたまま動かない。

「う、そ……エドガール、様？」

　あと半日ほどは猶予があったはずだが、幽霊エドガールが消え、身体も眠ったままということは、呪いが解けなかったということ――エドガールが死んでしまったということになる。

　ミレイユはガクッとその場に崩れ落ち、溢れる涙も拭わないまま呆然と床を見つめた。

　エドガールのことを救えなかった……

　そのショックが全身にのしかかり、動けない。

　頭に浮かぶのは、エドガールの最期の笑顔。優しく微笑むのでもない、寂しそうな笑顔でも困り顔でもない、今までで一番の笑顔を最後に見せるなんて……

「エドガール様……っ、嘘、でしょう……？」

　ベッドの中の彼の手を握り、ミレイユは嗚咽交じりに「嘘だ」と繰り返す。

　まだ体温が残ったままの彼の手に触れたら、余計に彼が死んだなんて思えなかった。

「嘘」

「へ……？」

　自分の声に混じり、エドガールの声が聞こえ、ミレイユは顔を上げる。

　現実が受け入れられず、幻聴まで聞こえるようになってしまったのか。

　しかし、次の瞬間、彼の手がミレイユのそれを握り返してきて、彼女はふらふらと立ち上がった。

「ごめん……ミレイユ」

　ぐいっと力強く腰を引き寄せられ、ベッドの上に引き上げられる。

　エドガールが上半身を起こし、膝の上にミレイユを乗せたのだ。

　彼の胸板に押しつけられた耳に鼓動の音が届き、彼女は息を呑む。

「……エド、ガール様？」

「うん。やっと、触れられた……」

　ミレイユの温もりを確かめるかのように、エドガールが彼女の首筋に頬を擦り寄せる。

「の、呪いが解けた……のですか？」

「そう……いや、ミレイユ、ごめん。呪いは最初からなかったんだ」

「え？　どういう、こと……ですか？」

　エドガールが死んでしまったと思ったら生きていて、さらにあれだけ必死に解こうとしていた呪いがなかった……？

　いろいろなことが立て続けに起こって、ミレイユの頭の中は疑問符だらけだ。今の状況に、思考がまったく追いつかない。驚きで涙も止まってしまった。

「フィンレイ王国の呪いは、とっくに途絶えているんだ」

　本物の呪いは、一〇〇日で解かないと情がないとされ、結婚相手のほうが死んでしまうものだったらしい。裏切りから子孫を守るため、間接的に彼らの結婚相手にかかる呪いだった。

「今回のことは、その呪いを参考にして、僕が仕掛けたことなんだよ」

「では、呪いは偽物ということですか？　でも、エドガール様は確かに幽霊になったのに……？　本物の呪いではないなら、一体どういう……？」

　エドガールが実体と幽霊に分かれてしまったことについて、ますますその仕組みがわからなくなる。

「いえ、偽物でも呪いがあったのなら、どうやって――」

「ミレイユ」

　首を傾げて困惑した様子の妻に、エドガールが口付ける。

「僕の身体が元に戻るための鍵は、ミレイユからの愛の告白だったんだ」

　どうやら、ミレイユがエドガールに自分の想いをぶつけたことで、幽霊姿の彼が消えたらしい。

「詳しいことは……あとでゆっくり説明するよ」

「わ、わかりました。でも、どうしてこんなことを？」

「それは……君の気持ちが知りたかったから」

　エドガールはミレイユの涙を指でそっと拭いつつ、経緯を説明してくれる。

「僕との政略結婚が決まったとき、ミレイユは三歳だった。今でも、あの日の君の姿は鮮明に思い出せる。何も知らずにフィンレイ王国に連れてこられて、見たことのない世界に無邪気に喜んでいた花の妖精みたいな女の子」

　エドガールは王子としての教育も受けていたし、すでに五歳だったため、自分が政略結婚をすることを理解していた。

　最初は今まで敵国だった国の王女との結婚に抵抗を持っていたけれど、ミレイユの姿を見たあの日、そんな思いは一瞬で吹き飛んでしまったと、エドガールは言う。

「可愛らしい外見はもちろん、自分を慕ってくれる澄んだ瞳に惹かれたんだ。この子は自分が守るんだと思った。だから、僕は君を『大切にする』と約束し続けた。君を離したくなかったから。でも……ミレイユは？　何も知らないまま許嫁を決められて、僕が結婚相手だと刷り込まれて育てられて……君は僕のことをどう思っているのかって、不安だった」

「そんなの決まっています。私はエドガール様をずっとお慕いしていました」

「それはなんとなくわかっていたよ。でも、それは幼い頃からの情というか、恋や愛とは違うんじゃないかって……」

　バツが悪そうに言うエドガール。

　ミレイユは彼の胸を叩いて抗議する。

「だからって！　こんなのひどいではありませんか。私、本当にエドガール様が死んでしまうんじゃないかって、心配して不安で……さっきだって……」

「ごめん……君は初夜にも『好き』と言ってくれなかったから不安で……でも、やりすぎたと反省している。ミレイユが一生懸命になってくれているのが嬉しかったから……もっと、って欲深くなった。僕が悪かった」

　エドガールがミレイユの頭を優しく撫でながら、謝罪を繰り返す。

　しかし、ミレイユはこの一〇〇日近くの日々の彼の様子を思い出し、黙り込んだ。

　ミレイユがエドガールの呪いを解こうと必死になっているとき、エドガールは本当に嬉しそうだった。

　そういえば、ふざけて「キスをしたら解けるかもしれない」とも言っていたではないか。いや、ミレイユがふざけていると勝手に決めつけていただけで、エドガールはヒントをくれていたのだ。

「もっと簡単な方法ではないか」と言っていたのも、ミレイユに告白してほしかったから――

　エドガールがほしかったのは「好き」というたった一言の、ミレイユの気持ち。

　ミレイユはそれを自分がきちんと言葉にして伝えていなかったことに気づかされ、俯いた。

　政略結婚でこんなに素敵な旦那様と一緒にいられるようになって、嬉しいと舞い上がっていたのはミレイユのほうだ。

　幼い頃から一緒にいたせいか、それが当たり前だと思っていた節もある。

　エドガールの言うように〝そのように育てられたから〟と思われてしまっても仕方がない。

「エドガール様……私も、ごめんなさい」

「どうしてミレイユが謝るの？　君は悪くない」

「いいえ。エドガール様の言う通り、私は自分の恵まれた境遇に甘えていました」

　ミレイユは顔を上げ、しっかりとエドガールの目を見つめた。

「私は、エドガール様のことが好きです。初めて会ったときからずっと……『大切にする』と約束してくれた、優しい貴方のことが好きだから、エドガール様と結婚できて幸せです」

　妻の告白を聞いて、エドガールは目を見開く。

「エドガール様のこと、とても優しくて紳士な男性だと思っていました。でも、結婚して……その……ちょっと、えっちで、意地悪なところも……困りますけど……嫌いじゃ、ないです……」

「ちょっと？」

「……すごく、です」

　頬を染めつつも告白を続けるミレイユを、からかうエドガールはやはり意地悪だ。

「ミレイユが可愛くなるから、悪戯したくなるんだ……」

「でも、呪いはやりすぎです」

「それは、ごめん」

　しゅんと肩を落とすエドガールに、ミレイユはさらに頬を膨らませる。

「それに、恥ずかしいこともいっぱいさせられました……」

「僕しか見ていなくても恥ずかしかった？」

　拗ねる妻の頬をツンと突き、エドガールは額をくっつけて彼女の顔を覗き込んだ。

「そうですよ。だって……エドガール様、ずっと私のことを見て、いやらしいお願いばかり……私、一人でしているみたいで……寂しかったです」

「そっか……じゃあ、今日は僕がたくさん君に触れていい？　君のお願いを全部聞いてあげる」

「んっ」

　エドガールはそう言うと、ミレイユの唇を奪う。

　彼女は目を閉じて、彼の唇の温かさを感じる。

　ミレイユからキスしてばかりだったときとは違って、エドガールの唇は意志を持って彼女の唇に吸いつく。

「あ……ン、は……ふ、ん……」

　エドガールはミレイユの腰を抱え込み、首筋へと唇を這わせる。

　彼は妻の胸元にちゅっ、ちゅっと音を立ててキスをしながら、デイドレスのリボンを解いていった。

　その手つきは性急で、ミレイユを求める強い意志を感じさせる。

「エドガール様……」

「ん、ミレイユ。脱がせて？」

　エドガールの寝衣の腰紐に手を掛けた妻に、彼は優しく微笑む。

　二人はお互いの服をはぎ取って、ベッドの下へ落とした。

　生まれたままの姿になったら、エドガールは器用に体勢を変え、ミレイユをベッドに押し倒す。

　両手をシーツに縫いつけて、首筋や鎖骨、肩から胸元……と、たくさんキスを落とした。

「あっ」

　胸元に強く吸いつかれ、チリっとした痛みが走る。そこを慰めるように舌で舐められ、ミレイユは視線を落とす。

　顔を上げた彼のすぐ下、胸の膨らみには赤く痕がついていた。

「ごめん。痛かった？」

「少し……でも、これ……」

「僕のものっていう印」

　そんなものをつけなくても、ミレイユはすでにエドガールのものだというのに……

「いっぱいつけたい……いい？」

「ン……今日だけ、ですよ……」

　あとで湯浴みをするときに侍女に見られて恥ずかしいだろうと思ったのは、ほんの一瞬だった。

　エドガールに求められている証だと思うと嬉しくて許してしまう。

　彼はミレイユの許可を得て、嬉しそうに笑みを浮かべ、彼女の肌に吸いついた。

　胸の膨らみを揉みしだきながら、至るところにキスマークを残していく。

「あっ……ん、はぁ……あぁ」

　エドガールから与えられる甘い痛みは、次第に彼女の官能を引き出し、身体を火照らせた。

　尖った胸の先端をぐりぐりと刺激されつつ、エドガールは彼女の腹にも赤い花を散らす。

　彼の唇がだんだんと秘所に近づいていくと、期待で腰が揺れた。

「ミレイユ……ねぇ、一人で寂しかったって言ったよね？」

「え……？」

　不意にエドガールが顔を上げ、ミレイユも彼を見やる。

「一緒にしようか」

　彼の言う意味がわからず、困惑した様子の妻をよそに、エドガールは彼女の身体を起こして自分はベッドに仰向けになった。

「エ、エドガール様？」

「おいで」

「きゃっ」

　エドガールは逞しい身体を惜しげもなく晒し、ミレイユの太ももをがっちりと掴んで引き寄せた。

「やっ、エドガール様！　こんな格好……あッ」

　自分の秘所をエドガールに晒す格好に、ミレイユが狼狽する。しかし、エドガールはそんなことにはかまわず、すでに潤い始めたそこへ口づけた。

「ん……ミレイユも、僕の、舐めて？」

「あんっ」

　エドガールが喋ると、吐息が秘所にかかって下腹部が疼く。彼は腰を揺らめかせ、昂ぶりを妻に見せつけるようにする。

　硬く勃ち上がり、反り返った昂ぶりがミレイユの前にある。

　一緒に――こんな行為は予想もしていなかった。

「ミレイユ」

「あ……」

　甘く名を呼ばれて、ミレイユの思考が溶けていく。

　この一〇〇日間でエドガールがミレイユに教え込んだこと――甘く囁かれながら、たくさん恥ずかしいことをさせられてきた彼女が躊躇したのは一瞬だった。

　ミレイユは吸い寄せられるように彼の昂ぶりに唇を寄せる。

　根元を両手で掴み先端を口に含めば、ほろ苦い味が広がった。

「ん……ふ、む……んんっ」

　彼が悦ぶ場所は、もう知っている。先端を吸い上げ、くぼみを舌でなぞり、たっぷりと唾液を塗り込むように根元から先までを舐め上げる。

　そうして濡れた肉棒を手で扱くと、昂ぶりはさらに大きくなった。

「ミレイユのここ、ヒクヒクしている。いっぱい溢れてくるね」

　エドガールのものを舐めながら蜜を零すミレイユの泉に、彼が吸いつく。

「あぁっ」

「ダメだよ、ミレイユ。ちゃんと舐めて……一緒にするんでしょう？」

「あっ、ン……はっ、ふあぁ」

　赤く膨らんで顔を出した秘芽を舐められ、ミレイユが背をしならせる。そのせいで昂ぶりから口を離してしまった彼女を咎める甘い声……

　ミレイユは羞恥と快楽に涙を流しつつ、彼のものを再び咥えた。

　口を大きく開けて顔を前後させ、彼のものを扱く。

「ん、むぅ……ぁ、ン」

　その間も、エドガールはミレイユの秘所から顔を離さない。

　いつの間にか泉には彼の長い指が埋め込まれ、ぐちゅぐちゅと卑猥な音を立てて掻き回される。

　そうして零れる蜜を舐めとり、それでも足りないと言わんばかりに泉に吸いつき、舌を中へ差し込んだ。

　同時に濡れた指先で秘芽を小刻みに擦られ、ミレイユはあまりの刺激に昂ぶりを離す。

「あぁっ、や、ダメ……っ、もう、ああ――」

　ビクン、と派手に身体が跳ねて、ミレイユは呼吸を荒げる。

　ベッドとそこに沈み込む身体の間からエドガールが抜け出したかと思うと、彼女の秘所に昂ぶりの先端が宛がわれて、ミレイユは慌てた。

「え、あっ、やぁ、エドッ、あ――っ」

　ずん、と一気に押し込まれた昂ぶりに、ミレイユの背が再びしなる。

　達して敏感になった身体には、あまりにも刺激が強い。

「またイッたの？　挿れただけなのに……苦しいくらい締めつけて……いやらしいな」

「あ……あぁ……」

　エドガールは興奮したように言いながら、ミレイユの下腹部を撫でた。

　自分を受け入れている場所を愛おしそうになぞりつつ、ミレイユの耳元に口づける。

「可愛い……僕がここにいるの、わかる？　ほら、奥まで……」

「あんっ」

　ぐっと腰を押しつけられ、ミレイユが喘ぐ。

　エドガールはミレイユの奥を探るように腰を擦りつけながら、彼女の耳を唇で弄んだ。

　縁を舌でなぞったり、耳朶を甘く食んだり……ミレイユを煽るためか、くちゅりとわざと卑猥な音を立てているようだ。

　続けて達したときに感じた大きな快楽から一転、緩やかな抽挿はミレイユの身体を焦らす。

「ああ……や、エドガールさまぁ……」

「ん？　どうしてほしい？」

　ミレイユの身体の疼きはエドガールにも伝わっているはずなのに、彼は意地悪な質問を投げかける。

「今日は、ミレイユのお願いを聞いてあげるって言ったでしょう？　どうしてほしいか言ってごらん」

「んっ……」

　また……甘い毒のような誘惑に、ミレイユは首を捻って夫を見た。

　エドガールは色気たっぷりに笑みを浮かべ、情熱的な視線を送ってくる。

「エ、ドガール、さま……」

「うん……」

「もっと……激しく……して、くださ――あぁっ」

　羞恥などとっくに消えてしまった。ミレイユは素直に望みを口にする。

　それを聞き終わらないうちにエドガールは昂ぶりを先端まで引き抜き、再び奥まで埋め込んだ。

「あっ、ああ、あぁん」

　腰を掴まれ最奥を何度も穿たれて、ミレイユはシーツを握りしめ喘ぐ。

　後ろから貫かれる獣のような行為は、恥ずかしいのに気持ちいい。

　エドガールの律動に合わせて彼女の泉から溢れる愛液が泡立ち、ぐちゅぐちゅと音を立てる。

　奥からとめどなく溢れてくる蜜は、ミレイユの秘所から太ももにまで伝い、エドガールの腹までも濡らした。

「あっ、ダメッ……」

　エドガールの昂ぶりがいつもとは違うところに当たって、気持ちいい。

　彼女の中は彼のものを奥へ誘うように蠢く。

　疼いていた身体はすぐに絶頂へと近づいていった。

「やぁっ、また、イッちゃ……っ、ふ、あぁあ――」

「っく……」

　ミレイユは悲鳴のような声を上げ、再び達した。彼女の中が収縮してエドガールの吐精を促すのを、彼は息を詰めて耐える。

「ミレイユ……まだ、終わりじゃないよ」

「んっ……」

　まだ爆ぜずに質量を保ったままの昂ぶりを感じ、ミレイユは熱いため息を漏らす。

　まるで、彼の形を覚え込もうとするような動きで膣壁が昂ぶりに吸いつくのがわかる――猛った雄を感じ、絶頂の余韻も相まってミレイユは身体を震わせた。

　エドガールはミレイユの乳房を後ろから掴み、弾力を確かめるように揉みながら背中にキスを落とす。

「あっ」

　またキスマークが増える――達して敏感になった身体は、そんな小さな痛みさえ快楽として認識する。

　彼の唇が肌を掠めるたびに、ビクビクと反応するミレイユに、彼女の中に埋まったままの昂ぶりも反応した。

「エドガール様……お顔が、見たい、です……」

　野性的な交わりは刺激的で気持ちよかったけれど、彼の顔が見えなかったのが寂しい。ミレイユがそう言うと、エドガールも同じ気持ちだったのか彼女の中から昂ぶりを引き抜き、妻の身体を反転させた。

「僕も……」

「ん、あぁあ……っ！」

　そして、彼女の両膝を大きく開かせ、すぐに身体を繋げる。

　わずかでも離れるのが惜しいと言わんばかりの性急さに、ミレイユは彼の背中に腕を回し、大きな身体を引き寄せた。

「エドガール様……好き。離れたく、ないです」

「うん」

　どちらからともなく唇を重ね、深く交わる。

　隙間がないくらいに重なった身体から、お互いの体温と鼓動を感じ、繋がった場所が切なく疼く。

　ずっとこのままでいたい気持ちと、二人で絶頂を迎えたい気持ちが混じって歯痒い。

「ミレイユ……動いていい？」

「ゆっくり、してください」

「努力、するよ……」

　ミレイユの可愛いおねだりに、エドガールは喉を鳴らし、ゆっくりと腰を動かし始めた。

「あ……あぁ……エドガール様、んんっ」

　エドガールに揺さぶられ、ミレイユは快楽の海を漂う。

　できるだけ長く繋がっていたくて、与えられる快感を逃がそうと息をするけれど、それが逆に快感を意識することになって、ミレイユは身体をよじった。

「ミレイユ……我慢しないで。イッてごらん」

「や……もっと、ずっと、このまま……」

　目尻から零れ落ちた涙を舐めとり、エドガールが彼女の頭を優しく撫でる。

「寂しい思いをさせてごめんね。もう、呪いなんて嘘つかないから……」

「エドガール様」

「ん、大丈夫。明日も、明後日も、何年経っても……君のそばにいる」

　ミレイユの気持ちを知ったエドガールの笑顔に曇りはない。

「約束、ですよ」

「うん。約束する」

　そのキスは、額ではなく唇に落とされた。

　深く交わりながら、最奥を優しく突かれ、ミレイユの身体が一気に熱くなる。安心したら、身体も心も素直に快楽を享受する。

　エドガールは彼女の膝を腕に引っかけて、激しく前後に腰を振った。

「あっ、ああっ！　は、あぁ……ッ」

　猛った昂ぶりが隘路を押し広げるように抜き差しされる。

　引き抜かれるときは逃がさないように、埋め込まれるときは最奥へ引き込もうと、ミレイユの中が剛直にいやらしく絡みつく。

「あ、あっ、ああぁ」

　下腹部に溜まっていた快感は、風船が膨らむようにどんどん大きくなって、ミレイユは猫のように背をしならせて喘いだ。

　エドガールも息を荒くし、時折微かに声を漏らした。

　激しく揺さぶられながらうっすら目を開ければ、彼が目を瞑っているのがわかった。ミレイユよりも先に達しないようにしているのか、眉間に皺が寄っている。

　薄く開いた唇から漏れる熱い吐息と小さな喘ぎ声。快感に耐えるその姿に胸が高鳴る。

「く……」

　その瞬間、ミレイユの中がエドガールのものを締めつけ、彼が耐えきれず声を出した。

　そんな彼が愛おしくて、ミレイユは彼に手を伸ばす。

「あっ、あ……エドガール様……」

「ミレイユ」

　妻の想いに応え、エドガールも彼女をぎゅっと抱きしめる。

　そして、一層激しく腰を打ちつけた。

「ああ、はッ、あぁあっ」

　彼と触れている場所、彼の吐息がかかる場所も、二人が繋がっている場所も、全部が気持ちいい。

「エドガールさまっ！　好き……好き……」

「僕も、愛している。ミレイユ」

「ん――ッ」

　最奥を穿たれ、絶頂に啼くミレイユの声は、エドガールの唇に吸い込まれた。

　ミレイユの中が彼の昂ぶりを一層強く締めつけて、エドガールも腰を震わせる。ミレイユは彼の腰に足を絡め、放たれる熱を受け止めた。

　二人はしばらく抱き合ったまま深いキスを続ける。

　そうしているうちに、爆ぜたはずのエドガールの昂ぶりが硬さを取り戻し始め、エドガールが身体を離そうとする。

「ミレ、イユ……」

「まだ……離れないでください……」

「でも、このままじゃ……」

　エドガールは妻の体力を心配しているのだろう。だが、ミレイユはまだ離れたくない。今まで感じられなかった分、たくさん触れ合いたい。

　エドガールがまだ満足できていないとわかったら、なおさら……

「大丈夫、ですから……もっと、してほしいです。お願い、聞いてくれるんですよね？」

　そう言って瞳を潤ませるミレイユに、エドガールの雄がぴくりと反応する。自分の中でむくむくと大きくなる昂ぶりに、ミレイユは頬を染めつつも彼の腰をそっとなぞった。

　自分は、エドガールみたいに妖艶な〝おねだり〟をできているだろうか。

「そんなふうに言われたら……止まれないよ？」

　上ずった声で答えた夫の耳が真っ赤になっていて、ミレイユは微笑んだ。

　勉強と今までの実践の成果が出せたようだ。

　エドガールを誘惑できたことが嬉しい。今まで翻弄されるばかりだった仕返しもちょっぴりできただろうか。

「はい」

　ミレイユが頷くのを合図に、再び二人はお互いの身体を弄り出す。

　その夜、二人は一晩中肌を重ね、愛を確かめ合った――










エピローグ











　エドガールの呪い騒動から一週間。

　幽霊になっていた間に滞っていた仕事が一段落したエドガールとともに、ミレイユは久しぶりに中庭にやってきた。

　芝生に座り、花冠を作る彼の手元を見ながら、ミレイユは魔法みたいだと思う。

　魔法と言えば……

「私、呪いについてずっと考えていたんです。偽物なのに、エドガール様は本当に幽霊になっていたから、気になって……もしかして、エドガール様は本当に魔法が使えるのですか？」

　呪いが解けた日、エドガールは呪いについての詳しい話はあとでしてくれると言っていた。

　ところが、あの日の夜は久しぶりの情事に溺れ、翌日からはエドガールの仕事の皺寄せがあったため、聞きそびれていたのだ。

　ミレイユが疑問に思っていたことを問うと、エドガールは手を止めて少し考える素振りを見せる。

「まぁ、ミレイユになら言っても大丈夫かな。魔法とはちょっと違うんだ。王家に代々伝わる儀式みたいなものだよ」

「儀式……ですか」

　魔法との違いがよくわからず、ミレイユは首を傾げた。

　エドガールが幽霊になってしまっていたのは、ミレイユ自身もしっかり確認した事実である。

　一〇〇日も眠ったままだったのに、エドガールの身体には変化が見られなかった。飲まず食わずで、よく考えたらそれこそ呪いが解けるよりも死んでしまうはずの状態だったのだ。

　しかし、彼は痩せ細ることもなく、まるで時が止まっていたかのように初夜のときのまま目覚めた。

「そう。代々王家に仕える祈祷師がいて、僕たちを守っているんだ。初夜の呪いをやるかやらないかはそのときの跡継ぎ次第。僕は、ミレイユからの愛の告白がほしかったから、やってもらった。もちろん、僕や君が死ぬなんて結末は用意していなかったけれどね。一〇〇日経ってしまったら、それはそれで受け止めるつもりだったんだ」

　ミレイユはフィンレイ王国の秘密を知って驚く。祈祷や呪術などは、昔の人々が信じていた偶然の産物だと思っていたからだ。

「そんな慣習が残っていたなんて……いえ、そんなことができるなんて、知りませんでした」

「僕も半信半疑だったけれどね。実際、朝起きたら幽霊になっていたから驚いたよ。シャントン王国には、こういう儀式はないの？」

「少なくとも、私は知りません。跡継ぎのお兄様にだけ、受け継がれるものはあるかもしれませんが……」

　第六妃の娘――しかも、今まで敵国として認識されていた国へ嫁ぐことが決まっていたミレイユに、そんな極秘事項を教えるわけがない。

「そうだよね。まぁ、今さらシャントン王国の秘密を知ったところで、どうこうしようとも思わないけれど……僕は、ミレイユと幸せに暮らしていけるよう、父上が築いてくれた両国の友好関係を確固たるものにするだけだ」

「はい……私も、微力ながらお手伝いします」

　ミレイユが頷くと、エドガールは「ありがとう」と微笑み、再び花冠を編み始めた。

　両国の絆を深めたいという二人の願いを表すかのように、花冠がしっかりと輪になる。

　エドガールが出来上がった花冠を持ち上げると、太陽の光を受けてキラキラと輝いているように見えた。

　エドガールはその場に跪き、ミレイユの頭に花冠を載せる。

「ミレイユ。君を愛している」

「はい。私も、エドガール様を愛しています」

　改めてお互いの気持ちを言葉にすると、ちょっと照れてしまう。

　二人ははにかんで笑い合いながら、両手を握り、指を絡めた。二人の距離は自然と近づいて、コツンと額がくっつく。

「君だけをずっと大切にするよ」

　エドガールの言葉と共に近づく唇に、ミレイユはそっと目を閉じた――








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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